
竹

口
喜
左
衛
門
信
義

『横
浜

の
記
」

の
研
究

ミ

シ

ソ

初

伝

を

め

ぐ

っ

て

ー

中

山

千

代

一

は

じ

め

に

『横
浜
の
記
』
は
江
戸
店
持
伊
勢
中
万
の
商
人
竹
口
喜
左
衛
門
信
義
の
日
記
で

あ
る
。

信
義
が
万
延
二

(
一
八
六

一
)
年
正
月
十
四
日
に
、

江
戸
か
ら
神
奈
州
に

舟
行
し
、
成
仏
寺
在
住
の
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会
宣
教
医

ヘ
ボ
ン

冒
目
Φ
ω

0
⊆
轟
ω

国
①9
霞
ロ
の
斡
旋
に
よ

っ
て
、
外
国
人
商
人
と
貿
易
の
打
合
せ
を
な
し
、

二
十
日

に
帰
府
す
る
ま
で
の
日
記
と
、
そ
の
後
日
付
は
と
び
と
び

で
あ

る
が
、
文
久
三

(
一
八
六
三
)
年
六
月
十
八
日
ま
で
、
横
浜
外
商
と
の
取
引
に
つ
い
て
の
メ
モ
が
記

さ
れ
て
い
る
。
江
戸
の

一
商
人
に
よ
る
横
浜
貿
易
の
手
記
は
、
開
港
初
期
の
貴
重

な
史
料
で
あ
る
。

こ
の
日
記
は
伊
勢
松
阪
の
郷
土
史
家
山
崎
宇
治
彦
に
よ

っ
て
、

『
新
旧
時
代
』

第

一
年
九
月
第
七
冊

(大
正
十
四
年
九
月
二
十
日
)

誌
上
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後

『
植
村
正
久
と
其
時
代
』
(佐
波
亘
編

昭
和
十
三
年
)、

『
射
和
文
化
史
』
(三
重
県

飯
南
市
射
和
村
教
育
委
員
会
発
行
、
山
崎
宇
治
彦
、
北
野
重
夫
、
昭
和
三
+
年
三
月
)
に
引

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『横
浜
市
史
』
第
二
巻

(昭
和
三
十
四
年
)
に
は
、
開
港
後

の
製
茶
貿
易
に
の
り
出
し
た
江
戸
店
伊
勢
商
人
の
典
型
と
し
て
、
喜
左
衛
門
信
義

の
行
動
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

『
横
浜
の
記
』
は
伊
勢
中
万
の
竹
口
家
の

蔵
か
ら
失
わ
れ
て
、
長
ら
く
そ
の
所
在
が
不
明
で
あ

っ
た
。
最
近
に
な

っ
て
同
家

に
無
事
返
戻
さ
れ
た
の
で
、
現
当
主
竹

口
作
兵
衛
氏
の
御
厚
意
に
よ

っ
て
実
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

『
横
浜
の
記
』
は

一
商
人
の
初
期
横
浜
貿
易
の
ほ
か
、
他
の
記
録
に
見
ら
れ
な

い
ヘ
ボ
ン
の
生
活
と
そ
の
周
辺
の
人
物

な
ど
に
つ
い
て
も
、
知
る
こ
と
が
で
き
る

が
、

ま

た

、・・
シ

ン
裁

縫

の
興

味

深

い
場
面

が
記

さ

れ

て

い

る
。

と

く

に

こ

の

よ
う

な
史

料

に

乏

し

い

ミ

シ

ン
史

研

究

に

と

っ
て
、

注

目

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

わ

が

国

の

、、・
シ

ン
初

伝

に

つ
い

て

の
史

的

研

究

に
、

『
横

浜

の
記

』

は
重

要

な

地

位

を
占

め

る

も

の

で
あ

る
。

二

喜
左
衛
門
信
義
の
横
浜
行

竹
口
家
は
伊
勢
国
乳
熊
郷

(現
三
重
県
松
阪
市
中
万
町
)
に
油
商
を
営
み
、

慶
長

(
一
五
九
六
-

一
六
一
四
年
)
ご
ろ
の
右
衛
門
太
郎
義
政
を
初
代
と
す
る
。
三
代
作
兵

衛
義
道
が
慶
安
年
間

(
一
六
四
八
-
五
一
年
)
に
江
戸
に
出
て
、

日
本
橋
で
塗
物
店

を
開
業
、
四
代
作
兵
衛
勝
義
は
元
禄
初
年

(
一
六
八
八
年
ー
)
に
、
深
川
永
代
橋
際

で
味
膾
醸
造
を
は
じ
め
、
乳
熊
屋
作
兵
衛
商
店
の
初
代
と
な

っ
た
。
彼
は
宝
井
其

角
に
師
事
し
、
赤
穂
浪
士
大
高
源
吾
の
俳
諧
の
友
で
あ

っ
た
。
泉
岳
寺

へ
引
き
揚

げ
る
赤
穂
浪
士

一
行
が
永
代
橋
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
勝
義
は
甘
酒
粥
を
ふ
る
ま

っ
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
た
と
い
う
。
大
高
源
吾
は
当
日
上
棟
の
乳
熊
屋
の
た
め

に
棟
木
に
そ
の
由
来
を
記
し
、
ま
た
看
板
も
書
き
残
し
た
。
こ
れ
が
江
戸
の
評
判

と
な
り
、
乳
熊
屋
は
江
戸
名
所
の

一
つ
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
乳
熊
屋
二

代
喜
左
衛
門
松
方

は
延
享
二

(
一
七
四
五
)
年
四
月
二
十
五
日
に
、

南
茅
場
町
に

も
米
殻
店
伊
勢
喜
を
開
い
た
。
伊
勢
商
人
竹
口
家

は
、
乳
熊
屋
と
伊
勢
喜
の
江
戸

店
持
と
し
て
、
五
代
喜
左
衛
門
信
義
に
至
る
の
で
あ
る

(-
)
。
幕
末

・
明
治
初
年

の
江
都

の
状
況
を
記
し
た
鹿
島
万
兵
衛

『江
戸
の
夕
栄
』
に
は
、
永
代
橋
の
項
に

「
突
当
り
に
有
名
な
乳
熊
屋
と
い
う
酒
店
と
蒲
鉾
屋
あ
り
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
頃
当
主
で
あ

っ
た

五
代
喜
左
衛
門
信
義

(文
化
九
年
ー
明
治
二
年
十
月
二
十
二

(1)
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要紀究研

日
)
が
、

『
横

浜

の
記

』

の
筆

者

で
あ

る

α

こ
お
り
い
さ
わ

喜
左
衛
門
信
義
は

文
化
九

(
一
八

=

一)
年
に
、

伊
勢
国
飯
野
郡
射
和
村
の
竹

川
家
に
生
れ
た
。
幼
名
を
礼
蔵
と
い
う
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
射
和
の
名

ま
さ
や
す

士
と
し
て
知
ら
れ
た
竹
川
政
胖
竹
斎
の
弟
で
あ
る
。
文
政
十

一

(
一
八
二
八
)
年
、

十
六
歳
の
時
、
隣
村
中
万
の
竹
口
家
養
嗣
子
と
な

っ
た
。
竹
川
家
の
江
戸
店
両
替

商
が
竹
口
家
江
戸
店
と
同
じ
町
内

に
あ
り
、
昵
懇
の
間
柄

で
こ
の
縁
が
結
ば
れ
た

の
で
あ
る
。

礼
蔵
は
天
保
十

一

(
一
八
四
〇
)
年
に
家
督
を
つ
ぎ
、

喜
左
衛
門
信

な
お
え

義
と
称
し
た
。
先
代
喜
左
衛
門
直
兄
は
佐
藤
信
淵
と
親
交
が
あ
り
、
信
淵
の
指
導

を
受
け
て
上
総
国
君
津
郡
久
保
田
の
荒
蕪
地
に
農
場
を
開

い
た
。

ま

た

『
夢
物

語
』
を
書

い
て
幕
吏
に
追
わ
れ
て
い
た
高
野
長
英
を
、
数
十
日
間
南
茅
場
町
の
自

宅
に
か
く
ま
う
な
ど

(2
)
、
進
歩
的
な
智
識
人
で
あ

っ
た
。

こ
の
養
父
の
許
に
成

人
し
た
信
義
も
勝
海
舟
と
親
し
く
、
松
前

の
海
産
物
問
屋
渋
田
利
右
衛
門
、
灘

の

酒
造
家
嘉
納
治
右
衛
門
と
共
に
、
海
舟

の
後
援
者
で
あ

っ
た
。
勝
の
父
小
吉
が
乳

熊
屋
近
く
の
油
堀
に
住

ん
で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
交
際
が
始
ま

っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
信
義

は
勝

の
思
想
に
深
い
理
解
を
示
す
パ
ト
ロ
ン
で
あ

っ
た
。
勝
は
度

々
乳
熊
屋
を
訪
れ
、
そ
の
際
種

々
の
書
籍
を
持
参
し
た
。
そ
れ
は
借
入
金
の
本
代

引
当
、
あ
る
い
は
抵
当
で
あ
り
、
時
に

は
贈
物

で
も
あ

っ
た
。
信
義
が
勝
か
ら
入

手
し
た
書
物

は
、

『
歴
象
新
書
』
『
亜
墨
利
加
漂
流
記
』
『佐
久
間
上
書
』

『
江
川

氏
存
寄
書
』

『
砲
術
全
書
』
等

の
ほ
か

に
翻
訳
本
も
あ
り

(3
)
、
信
義
の
思
想
形

成
に
、
勝
の
影
響
の
大
き
か

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
西
郷
隆
盛
と
も
親

し
く
、
西
郷
は
乳
熊
屋

の
寮
で
休
養
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
う

(4
)
。
開
明

的
な
養
父
直
兄
の
家
庭
環
境

に
は
ぐ
く
ま
れ
た
直
義

は
、
勝
や
西
郷
と
の
交
友
か

ら
も
時
勢
に
対
す
る
洞
察
を
深
め
、
開
港
後

の
横
浜
貿
易
進
出

へ
積
極
的
な
行
動

を
お
こ
す
の
で
あ
る
。

安
政
五

(
一
八
五
八
)
年
に
、

ア
メ
リ
カ
、

オ
ラ
ン
ダ
、

ロ
シ

ア
、
イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ
ン
ス
の
五
力
国
と
調
印
し
た
修
好
通
商
条
約

・
貿
易
章
程

は
、
日
本
を

世
界
資
本
主
義
の
市
場
と
す
る
自
由
貿
易
で
あ
る
。
諸
外
国
の
自
由
貿
易
要
求
を

受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
幕
府
は
、
開
港
場
の
建
設
と
と
も
に
、
商

人
の
移
住
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

六
年

一
月
十
六
日
(
一
八
五
九
.
二
.
一
八
)

に
、
幕
府
は
開
港
場

へ
出
稼

・
移
住
し
、自
由
に
商
売
す
る
こ
と
を
認
め
、希
望
者

は
各
港
の
役
人
に
申
請
す
る
こ
と
を
布
告
し
た
。
通
商
条
約
で
は
神
奈
川
が
開
港

場
で
あ
る
が
、幕
府

は
東
海
道
宿
場
で
あ
る
神
奈
川
に
、
外
国
人
が
居
留
し
て
紛
争

の
起
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
隣
接
の
横
浜
に
新
し
い
港
を
建
設
し
た
。
諸
国
の
領
事

は
幕
府
の
方
針
に
反
対
し
て
神
奈
川
に
止
ま
り
、
自
国
商
人
に
も
神
奈
川
で
の
貿

易
を
説
得
す
る
。
し
か
し
外
商
た
ち
は
、
港
が
深
く
土
地
も
広
く
、
地
形
上
神
奈

川
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
横
浜
に
商
館
を
開
い
た
。
日
本
側
も
地
元
商
人
の
ほ
か
諸

国
の
商
人
が
出
店
し
て
、

同
年
六
月

二
日

(
一
八
五
九

.
七

.
一
)
に
、
横
浜
は
開

港
さ
れ
た
。
し
か
し
幕
府

は
自
由
貿
易
に
対
し
て
、
な
お
商
品
経
済
の
封
建
的
規

制
を
行
な
お
う
と
す
る
。
御
用
商
人
の
江
戸
問
屋
た
ち
に
横
浜
出
店
を
命
じ
、
そ

の
独
占
権

の
擁
護
を
は
か
る
の
で
あ
る
。
信
義
は
輸
出
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
米
殻

商

で
あ
り
、
貿
易
の
対
象
に
な
り
得
な
い
味
噌
醸
造
商
で
あ
る
か
ら
、
幕
府
の
政

策
に
必
要
な
商
人
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
彼
は
横
浜
開
港
と
い
う
新
し
い
時
勢

に
挑
戦
す
る
機
会
を
ね
ら

っ
て
い
た
。

万
延
元
年
閏
三
月
十
九
日

(
一
八
六
〇
,

五
・
九
)、
幕
府

は
五
品
江
戸
廻
し
令
を
公
布
し
、
雑
殻

・
水
油

・
蝋

・
呉
服

・
糸

は
地
方
か
ら
江
戸

へ
廻
送
し
、
江
戸
問
屋
か
ら
横
浜

へ
出
荷
す
る
こ
と
を
命
じ
、

在
方
商
人

の
横
浜
進
出
を
規
制
し
た
。
こ
れ
に
便
乗
し
よ
う
と
す
る
江
戸
茶
問
屋

が
、
山
方
荷
主
の
横
浜
直
売
を
禁
止
し
て
、
江
戸
茶
問
屋
に
よ
る
横
浜
表
売
捌
を

幕
府
に
歎
願
す
る
。
し
か
し
自
由
貿
易
違
反
の
批
難
を
恐
れ
る
町
奉
行
に
却
下
さ

れ
た
。
産
地
か
ら
横
浜
に
直
送
す
る
打
越
荷
と
し
て
、
五
品
江
戸
廻
し
令
の
統
制

を
受
け
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
の
茶
貿
易
に
、
信
義
は
着
目
す

る

の

で

あ

る
。
郷
里
の
南
伊
勢
は
茶
の
生
産
地
で
あ
り
、
射
和
に
は
有
力
な
実
兄
竹
川
政
胖

竹
斎
が
い
る
。
竹
斎
を
在
方
荷
主
と
す
る
茶
売
込
は
、
横
浜
貿
易
に
き
わ
め
て
有

す
ぐ
る
け
ん
り

望
で
あ
る
と
判
断
し
た
信
義
は
、
同
年
末
に
妻
の
ぶ
を
神
奈
川
の
知
人
勝
見
利
と

い
う
老
人
の
許
に
遣
わ
し
た

(5
)
。
勝
老
人
は
西
洋
医
学
を
志
す
越
前
の
医
師
本

多
貞
次
郎
を
自
分
の
子
と
し
て
、
ド
ク
ト
ル

・
ヘ
ボ
ン
の
小
使
に
差
し
出
し
、
修

業
さ
せ
て
い
た
。
信
義
は
勝
老
人
を
介
し
て
ヘ
ボ
ン
に
会
い
、
そ
の
紹
介
に
よ
る

製
茶
貿
易
を
行
な
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

信
義
は
万
延
二
年

一
月
十
四
日

(
一
五
六

一
.
二
・
二
三
)
に
、
妻
の
ぶ
、
小
児

泰
、
息
子
席
太
郎
、
手
代
茂
吉
、
母
お
糸
、
供
八
助
を
伴

っ
て
、
舟
で
江
戸
を
出

帆
し
た
。
『
横
浜
の
記
』
冒
頭
の
第

一
日
で
あ
る
。
朝
五
ツ
半
時

(九
時
)
に
江
戸

2)
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を
出
帆
、
八
ツ
半
時

(十
五
時
)
に
金
川

,(神
奈
川
)
入
口
土
橋
に
着
岸
。
ゆ

っ
く

り
下
船
の
支
度
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
船

の
付
き
添
人
は
見
廻
り
が

来

る

と

云

い
、
横
浜
の
望
遠
鏡
が
見
張

っ
て
い
て
、
見
付
け
ら
れ
た
ら
船
も
人
も
動
け
な
く

な
る
と
云
う
の
で
、
驚
ろ
き
あ
わ
て
て
船
を
出
る
。
銭
入
れ
を
船
中

に
忘

れ

た

が
、
幸
に
も
荷
物
は
全
部
持

つ
こ
と
が

で
き
た
。
惣
門
を
入

っ
て
、
新
丁
の
勝
見

利
を
訪
い
、
は
た
ご
や

「な
ご
や
」

に
移
る
。
本
多
貞
次
郎
が
来
て
、
談
話
は
深

更
に
及
ん
だ
。

註

(
1
)
『ち
く
ま
小
史
』
十
六
代
竹
口
作
兵
衛
記

昭
和
四
十
二
年
六
月

(2
)
『伊
勢
店
持
竹
口
直
兄
と
信
義
』
山
崎
宇
治
彦
未
定
稿

竹
口
家
蔵

.

(
3
)
喜
左
衛
門
信
義
の
日
記

前
掲
書

(
4
)
明
治
末
期
乳
熊
屋
隠
居
番
頭
越
山
老
人
談
話

『
ち
く
ま
小
史
』

(
5
)
『横
浜
の
記
』
万
延
二
年

一
月
十
七
日

三

『
横
浜
の
記
』
の
ミ
シ
ン

る
0

神
奈
川
着

日
目
の

月
十
五
日
に

、

信
義
は

ヘ
ボ
ソ
を
成
仏
寺

に
訪

問

す

夫

婦
住

居

十

五

日

晴

ア

メ
リ

カ

ド

ク

ト

ル

ヘ
ボ

ソ
子

を
訪

ふ
。

土

産

、

紙

、

硯

壱

(十

一
時
)

ヘ
ボ
ン
子
へ
、
赤
絵
急
須
壱

家
内
へ
。
自
是
前
四
ツ
半
時
孝

韆

駿

郎
先
に
被
来
。

老
人
と
伜
と
馨

と
自
後
行
。
見
乏

葦

峠

代
警

環

妻
(齧

羅

て
、
種
々
珍

し

き

品

々
取

出

し
慰

め
被

居

た

る
也

。
我

等

倶

に
見

て
煩

。

其

外

構

訳

を

聞

。

ヘ
ボ

ン

の

(ピ
ア
ノ
)

(そ
れ
よ
り
)

部
や

へ
皆

入
。
五
歳

よ
り
十
歳

迄
の
子
供

四
人
出
、
琴
を
し
ら

べ
唄
を
う
と
ふ
。
夫
与
同

寺
奥

に
宿
る
ア

メ
リ

カ
教

主
ゴ
ー
ブ

ル
の
妻

の
許

に
至

る
。
惣
領

娘
廿

一
歳
。
前
四
人

の

子

の
内

二
人

は
此
人

の
子
也
。

二
人

は
朋
友

の
子

に
し

て
、
妻

好

に
付
預

る
所
也

。
廿

一

　
は
な
し
な
が
ら
　

歳

の
娘

仕
か
け
に
て
縫
も

の
し
て
見

せ
る
。
婦
人

は
皆

々
咄
乍
、
縫
も

の
を
止
る
事

な
し
。

薮

麋

の
事

を
見
聞

し
て
、
・ヨ

ブ

ル
妻

の
部
や
を
出

る
。
我
等
其
前
貞
次
郎
案
内

に
て
、

ゴ
ー
ブ

ル
の
許

に
至
る
。
紙
、
硯
を
見

せ
て
難
有

ふ
と

い
ふ

て
、
擢
る
真
似
を
し
て
出
来

　
こ
こ
　

ハか
か
　

る
と

い
ふ
。
答
て
よ
ろ
し
ゐ
と
い
ふ
。
ゴ

ー
ブ

ル
た
の
み
懸

る
。
裏

に

ヘ
ボ

ソ
子
も
居

て
、

　
わ
け
　

座
右

の
読
物

を
見
聞
す
。
夫
与
勝
手

に
至

る
。

ヘ
ボ

ン
子
も
倶

に
来
、
色

々
調
度

の
訳
を

聞
。
暫

し
て
又

ヘ
ボ

ン
子
妻

の
部
や

に
入
。
妻
子

は
ア
メ
リ

カ
教
主
ブ

ラ
シ

子

の
許

へ
至

る
・
馨

老
人
ヘ
ボ
ン
の
子
の
部
や
に
禽

藩

ひ
退
出
・
ヘ
ボ
ソ
子
送
り
来
。
夫
与
ゾ

　こ
　

ラ
ン
子

の
許

に
入
、

菓
子
と
本
を
與
ふ
。
女

子
三
ツ
半

日
本

の
五

つ
の
こ
と
し
。
子
以
上

五
人
之
駒
下
駄
を
送
る
。(麟

鵬

ゲ

相
て
夫

を
は
き

て
悦

ひ
扱

ふ
。
プ

ラ
ン
の
妻
、
娘

へ
問
。

足
袋
を
さ
し
何
。
四
人
日
タ
ビ
。
下
駄

を
さ
し
問
。
ケ

タ
。
実

に
可
愛
。
我
是
を
抱

ん
と

す
。
逃
か
け
た
る

に
母

;

口云

。
速

に
止
る
。
其
教
甚
厳

し
。
妻
菓
子
を
出

し
我
党

に
与

へ
や
わ
ら
か
　

ふ
。鮎
皆

々
喰
す
。
我
歯

あ
し
く
難
喰

。
妻
走

り
入
、
和

き
を
与

ふ
。
喰
す

を
見

て
妻
日
、

デ
ケ
三

力
・
答
デ
蹇

マ
ス
・
此
妻

天
下
の
美
人
叢

さ
な
か
霾

嗹

と
い
わ
ん
・

同
行

の
人
皆
誉

る
。
夫
与
帰
翫
蝿
っ環

か
は
耶
蘇

の
名
あ

る
故

に
いか
擺

劬

い
す

の
上

に
置
残

す

(-
)
。

こ

の
記

に
あ

る

通

り
、

成

仏
寺

に

は

ヘ
ボ

ソ
家

の

ほ

か

に
、

ダ

ッ
チ

.
リ

フ

ォ

ー

ム
ド

教

会

宣

教

師

S

・
R

・
ブ

ラ
ウ

ソ

ω
皇D
逵
虹
①
一
口
O
び
び
ド
ω
ゆ
巳
O
耄
P

と
バ

プ

テ

ス

ト
自

由

宣

教

協

会

宣

教

師

ゴ

ー

ブ

ル

臼
o
づ
讐
冨

P

O
o
菖
①

の

二
家

族

が

住

ん

で

い

た

。

成

仏
寺

は
法

燈

国

師

が

師

岡

(現
綱
島
付
近
)
に
開

き

、

後

小

松

天

皇

か
ら

熊

野

権

現
領

寄

進

宣

下

を

う

け

た
名

刹

で
あ

る

。
慶

長

年

間

(
一
五
九
六
～

エ

ハ
一
四
年
)

に
、

徳

川

家
康

か

ら
寺

領

及

び
境

内

地

三

町

四
方

の
寄

進

を

受

け

て
浄

土

宗

と

な

っ
た
。

寛

永

七

(
一
六
一二
〇
)
年

、

神

奈

川

御

殿

造

立

の
た

め
現

地

に
移

り
、

元

禄

年

間

(
一
六
八

八
-

一
七
〇

三
年
)

に
再

興

さ

れ

た

(2
)
。

幕

末

期

の
住

職

は
第

四

十

一
代

隋

興

上

人

で

あ

る

(3
)
。

神

奈

川

奉

行

は
外

国

人

住

居

に
寺

院

を

提

供

し

た

。

成

仏
寺

の
ほ

か

浄
滝

寺

(
イ
ギ

リ
ス
領
事
館
)
、

宗

興

寺

(
ド
ク
ト

ル

.
シ
モ

ン
ズ

家
)
、

本

覚

寺

(
ア

メ
リ
カ
領
事
館
)
な

ど

、

こ

の
地

区

の
寺

院

は

ほ
と

ん
ど
領

事

や

宣
教

師

の
使

用

に

ま

か

せ
、

ヘ
ボ

ソ
や

S

・
R

・
ブ

ラ

ウ

ソ
が

驚

ろ

く

ほ
ど

で
あ

っ
た

(
4
)
。

ヘ
ボ

ソ
は
安

政

六
年

九

月

二
十

三

日

(
一
八
五
九

.
一
〇

.
一
八
)

に
神

奈

川

に

上
陸

し
、

ア

メ
リ

ヵ
領

事

の
斡

旋

で
成

仏

寺

へ
入

っ
た
。

S

.
R

.
ブ

ラ

ウ

ソ
は

同

年

十

月

七

日

(
二

・
一
)
、

そ

の
家

族

は
数

週

間
お

く

れ

て

十

二

月

に

着

い

た
。

ア

メ
リ

ヵ
領

事

は
ブ

ラ

ウ

ン
家

も

成

仏

寺

に
住

ま

わ

せ

る

こ
と

を
、

ヘ
ボ

ン

に
依

頼

し

た
。

ヘ
ボ

ソ

は
中

国

宣

教

師

時

代

か

ら

の
友

人

と

の
再

会

を
喜

び
、

快

よ
く

そ

の
申

出

に
応

じ

た

の

で
あ

る

。

ヘ
ボ

ソ
家

は
本

堂

に
、

ブ

ラ

ウ

ン
家

は
庫

裡

に
住

む

こ
と

と

し
た

。

ヘ
ボ

ソ

は
広

い
本

堂

を

大
小

八

つ

の
部
屋

に
改

造

し
、

(3

7
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部

屋

の
境

を

日

本

の
襖

で
区

切

り

、

安

息

の
礼

拝

に
必

要

な

場

合

に

は
、

前

方

の

三
部

屋

を

開

く

こ
と

が

で
き

る

よ
う

に

し
た

(5
)
。

庫

裡

に
住

む

住

職

は
隣

家

に

引

越

し
た

の

で
、

ブ

ラ

ウ

ン
は

二

ヵ
月

も

か

か

っ
て
、

す

す

け

た

壁

と

天

井

を

洗

い
、

紙

を
貼

っ
た

り

、

障

子

や

窓

を

は

め
た

り

、

仕

切

り

を

つ
く

っ
た

り

し

て
、

住

み
心

地

の

よ

い
家

に
す

る

こ
と

が

で
き

た

(6
)
。

ヘ
ボ

ン
と
ブ

ラ

ウ

ン
の
住

む

成

仏

寺

に

ゴ

ー
ブ

ル
が

来

た

の

は
、

万

延

元
年

閏

三
月

十

一
日

(
一
八

六
〇

・
四

・
一
)

で
あ

る
。

ゴ

ー
ブ

ル
は

こ
れ

よ
り

以

前
、

嘉

永

六

(
一
八
五
三
)
年

に
、

ペ

リ

ー
艦

隊

の
陸

戦

隊

員

と

し

て
浦

賀

に
来

航

し

て

い

る
。

ペ

リ

ー
が

香

港

か

ら
連

れ

て
来

た

漂

流

日
本

人

仙

太

郎

(
ペ
リ
ー
艦
隊
で
は
サ

ム

・
パ

ッ
チ
ω
9
津

℃
讐
9
、
(
三
八
)
と
呼
ば
れ
て

い
た
)
に

興

味

を

も

っ
た

ゴ

ー
ブ

ル
は
、

彼

に
英
語

と

キ
リ

ス
ト
教

の
教

理

を
教

え
た

。

仙

太

郎

は
日

本

へ
の
上

陸

を

拒

ん

だ

の

で
、

ゴ

ー
ブ

ル
は

ア

メ
リ

ヵ

に
連

れ

帰

っ
て
教

育

し
た

(7
)
。

ゴ

ー
ブ

ル
自

身

も
神

学

教

育

を
受

け

て
宣

教

師

と

な

り
、

仙

太

郎

及

び

家

族

を

伴

っ
て
、

再

び

日
本

へ
来

た

の

で
あ

る
。

横

浜

開

港

後

の
幕

府

は
、

神

奈

川

に
外

人

住

宅

を

与

え

な

く

な

っ
た

の

で
、

ブ

ラ

ウ

ン
が

成

仏

寺

庫

裡

の
台

所

に
小

さ

い
部

屋

を

造

っ

て
、

ゴ

ー

ブ

ル
家

を
住

ま

わ

せ

た

(
8
)
。

成

仏

寺

の

ヘ
ボ

ン
家

は
プ

リ

ス
ト

ン
大

学

に
学

ぶ
子

息

サ

ム

エ
ル

U
9。
<
冠

ω
Ω。
日
=
巴

国
①
b
9

劈

を

ア

メ
リ

カ

に
残

し
、

夫

妻

だ
け

で
あ

っ
た
。

ブ

ラ

ウ

ン
家

も

長

男

ロ
バ

ー

ト

・
モ
リ

ソ

ン

園
o
び
Φ
含

ζ

o
嘆
δ
o
け

切
8
窯
P

を

ラ

ト

ガ

ー

ス
大
学

に
残

し

て
、

夫

妻

、

長

女

、

次

男

、

次

女

の
家

族

で
あ

る
。

ゴ

ー
ブ

ル
家

に

は

二
人

の
幼

女
が

あ

っ
た
。

成

仏

寺

を
訪

れ

た
信

義

た

ち

は
、

ヘ
ボ

ソ
の
部

屋

で
子

供

た

ち

の
ピ

ア

ノ
を

聞

き
、

ゴ

ー

ブ

ル
夫

人

エ
リ

ザ

・
ウ

ィ
ー

ク

ス

髯
戦
ω
゜
国
冒

至。

芝

①
①
屏
ω

O
o
げ
δ

の
部

屋

で

ミ

シ

ン
縫

を
見

た

の

で
あ

る
。

二
十

一
歳

の
惣

領

娘

(
長
女
)
が

、

仕

か
け

で
縫

も

の
を
見

せ

て
く

れ

た
。

ミ

シ

ン
を
仕

か
け

と
呼

ん

で

い

る
が

、

仕

掛

と

は

機

械

の
こ

と

で
、

明

治

時

代

に
も

使

わ
れ

て

い

る
名

称

で
あ

る
。

ゴ

ー
ブ

ル
家

の

子

供

は
、

ヘ
ボ

ソ
の
部

屋

で

ピ

ア

ノ
を
弾

い

て

唄

を
歌

っ
た

四
人

の
う

ち

の

二
人

で
、

ま

だ
幼

な

い
。

当

時

三
十

三
歳

の

ゴ

ー
ブ

ル
夫

人

(9
)
に

二
十

一
歳

の
長

女

は

い
な

い
。

ミ

シ

ソ
縫

を
見

せ

た
長

女

に
該

当

す

る

の

は
、

ブ

ラ

ウ

ン
の
長

女

ジ

ュ
リ

ア

冒

蜜

ζ
皇。
臣
9

切
民
o
≦
p

(-o
)
で
あ

る
。

一
八

四
〇

年

生

れ

の
彼

女

は
、

当

年

二
十

一
歳

(
日
本
流
数
え
年
)
で

あ

っ
た
。

婦

人

た

ち

と
話

し

な

が

ら
、

ミ

シ

ン

縫
は
止
ら
ず
に
進
ん
で
い
く
。
信
義
は
驚
嘆
す
る
が
、
さ
ら
に
興
味
深
く
見
て
い

た
の
は
妻
の
ぶ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
後
の
彼
女
の
行
動

に
現
わ
れ
、
『
横
浜
の
記
』

十
九
日
に
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

信
義
が
成
仏
寺
で
会

っ
た
人
々
の
う
ち
、
最
も
強

い
印
象
を
受
け
た
の
は
、
ブ

ラ
ウ
ソ
夫
人

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ゴ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
国
口
鑓
び
Φ浮

O
o
oΩ≦
馘

切
Ho零
P

で

あ
る
。
幼
女
に
対
す
る
躾
け
の
き
び
し
い
夫
人
は
、
訪
問
者
に
は
や
さ
し
く
お
菓

子
を
御
馳
走
す
る
。
そ
し
て
歯
の
悪
い
信
義
の
た
め
に
台
所

へ
走
り
、
や
わ
ら
か

い
も
の
に
代
え
て
、
食
べ
ら
れ
ま
す
か
と
親
切
に
問
い
か
け
る
美
し
い
女
性
で
あ

っ
た
。
信
義
は

「
天
下
の
美
人
愛
敬
さ
な
が
ら
鈴

(玲
)
な
り
」
と
讃
え
、
こ
れ

は
自
分

一
人
の
感
嘆
で
は
な
く

「同
行
の
人
皆
誉
る
」
と
記
す
の
で
あ
る
。
信
義

を
こ
の
よ
う
に
傾
倒
さ
せ
た
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
は
、
わ
が
国
最
初
の
ド
レ
ス
・
メ
ー

カ
ー
沢
野
辰
五
郎
を
養
成
し
た
女
性
で
あ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、

『横
浜
貿

易
新
報
』
が
明
治
四
十
年
十

一
月
二
十
四
目
か
ら
四
十
二
年
十
二
月
七
日
に
連
載

し
た

『
横
浜
開
港
側
面
史
』

(11
)
に
、

「
女
洋
服
の
始
」
(浅
間
町

沢
野
辰
五
郎
翁

談
)
を
記
し
て
い
る
。
神
奈
川
本
陣
鈴
木
の
会
所
か
ら
宿
内
の
仕
立
屋
足
袋
屋
仲

間
に
対
し
、
職
人

一
名
を
成
仏
寺
に
差
出
せ
と
い
う
達
し
が
あ

っ
た
。
攘
夷
の
激

し
い
時
節
に
応
募
す
る
者
は
な
く
、
き
び
し
い
催
促
に
、
足
袋
職
辰
五
郎
が
年
も

若
く
何
か
変

っ
た
事
を
と
の
野
心
も
あ

っ
て
、
引
き
受
け
る
の
で
あ
る
。
夫
人
に

会

っ
て
、
示
さ
れ
た
仕
事
は
、
ミ
シ
ソ
縫
の
寝
台
用
布
団
で
あ

っ
た
。
辰
五
郎
は

こ
れ
を
見
本
と
し
て
、
同
じ
よ
う
な
布
団
を
手
縫
で
仕
上
げ
た
。
足
袋
職
人
で
あ

る
か
ら
、
ミ
シ
ン
縫
の
よ
う
な
返
し
針
も
曲
線
縫
も
巧
み
で
あ

っ
た

と
思

わ

れ

る
。
し
か
し
針

一
本
で
ミ
シ
ン
と
同
じ
仕
事
を
す
る
の
で
、
時
間
が
か
か
る
。
八

時
か
ら
六
時
ま
で
、
賃
銭
七
百
文
の
取
極
め
は
も

っ
た
い
な
い
と
思

っ
た
辰
五
郎

は
、
夫
人
に
度
々
そ
の
事
を
申
し
出
る
と
、
夫
人
は
い
つ
も
同
情
的
な
優
し
い
顔

付
で
、

「な
に
慣
れ
さ
え
す
れ
ば
段
々
に
早
く
な
る
」
と
云
い
、
辰
五
郎
は
よ
う

や
く
布
団
な
ど
を
縫
い
あ
げ
る
の
で
あ

っ
た
。
夫
人
は
目
が
悪
く
て
ミ
シ
ン
縫
が

で
き
な
い
の
で
、
引
き
続
き
勤
め
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
通

っ
て
い
る
う
ち
に
、

婦
人
洋
服
裁
縫
に
つ
い
て
親
切
な
伝
授
を
受
け
、
辰
五
郎

は
足
袋
職
人
か
ら
婦
人

洋
服
職
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
し
ぼ
ら
く
の
間
は
、
唯

一
人
の
婦
人

洋
服
職
で
あ

っ
た
。
彼
が
成
仏
寺
に
通
い
始
め
た
の
は

「月
日
は
シ
カ
と
記
憶
致

(4)
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し
ま
せ
ん
が
、
安
政
六
年
の
夏
の
初
め
の
事
で
し
た
」
と
語

っ
て
い
る
。
し
か
し

ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
の
来
日
は
同
年
十
二
月

で
あ
る
か
ら
、
記
憶
違
い
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
た
彼
は

「内
心
は
ビ
ク
く

も

の
で
翌
日
成
仏
寺

に
乗
込
み
ま
す
と
、
夫

人
が
夫
れ
は
く

御
親
切
で

一
か
ら
十
迄
手
を
取
ら
ぬ
許
り
に
教

へ
て
下
さ
る
許

り

か
、

ブ

ラ

ウ

ン
氏

で
も

バ

ラ
氏

で
も

、

又

ヘ
ボ

ン
先

生

で
も
、

誠

に

鬼

と
思

っ

て
仏

さ

ま

で
す

」

と

述

べ

て

い
る

。

ダ

ッ
チ

・
リ

フ

ォ
ー

ム
ド
教

会

宣

教

師

ジ

ェ

ー

ム

ス

・
バ

ラ

智
目
①
ω

団
9。
営
埠

9
p
切
9D
冒

σq
げ

夫

妻

が
神

奈

川

に
来

て
、

成

仏

寺

の

ヘ
ボ

ン
家

に
同

居

し

た

の

は
、

文

久

元

(
一
八

六

一
)
年

十

一
月

十

一

日

で

あ

る
。

バ

ラ
が

成

仏

寺

に

い
た

な

ら

ば
、

辰

五
郎

の
時

期

は

こ
れ
以

後

と

な

る
。

し

か

し
彼

の
記

憶

に
後

の
事

が

混

同

す

る

こ
と

も

あ

ろ
う

。

こ

の

よ
う

に
、

半

世

紀

を

経

た

年

月

の
記

憶

は
確

か

で

は
な

い
が

、

辰

五
郎

の
ブ

ラ

ウ

ン
家

入

り

は
、

万

延

、

文

久

年

間

で
あ

っ
て
、

信

義

の
成

仏

寺

来

訪

と
あ

ま

り
距

っ
て

い
な

い
頃

で

あ

ろ
う

。

成

仏
寺

の
状
況

が

き

わ

め

て
詳

細

な

『
横

浜

の
記

』

に
、

辰

五

郎

の

こ

と

が

記

さ

れ

て

い
な

い

の

は
、

信

義

訪

問

が

彼

に
先

ん

じ

て

い
た

の

で

は
な

い

か

と

も

思

わ

れ

る
。

足

袋

職

辰

五
郎

を

ド

レ

ス

・
メ
ー

カ

ー

に
育

て

た
ブ

ラ

ウ

ソ
夫

人

は
、

来

日

前

一
八

五

二

(
嘉
永

五
)
年

、

オ

ワ

ス

コ

・
レ
イ

ク

○
堵
鋤
ω
8

ピ
ΩD
屏
①
の
教

会

で
、

婦

人

裁

縫

協

会

日
桑。
象
ω
の
Φ
耄
ぽ
σq
ω
0
9
Φ
受

を
組

織

し

た

。
ブ

ラ

ウ

ン
が

こ

の
木

造

の

教

会

を

、

煉

瓦

建

築

に
改

築

す

る
資

金

を
援

助

す

る
た

め

で
あ

る
。

会

堂

内

部

の

装

飾

と

休

憩

室

は
、

協

会

の
裁

縫

の
仕

事

か
ら

得

た

資

金

で
造

ら

れ

た

(12
)
。

ア

メ
リ

ヵ

の

ミ

シ

ン
が

生
産

段
階

に

入

っ
た

の

は

一
八

五

三

(
嘉
永
六
)
年

か

ら

で
あ

る

か
ら
、

ブ

ラ
ウ

ン
夫

人

の
協

会

の
当

初

の
裁

縫

は

ミ

シ

ン
を

使

用

し

て

い
な

い

で
あ

ろ

う
。

そ

の
後

横

浜

で
ブ

ラ

ウ

ン
夫

人

と

生

活

を

共

に
し

た

ミ

ス

・
キ
ダ

ー

窓

陣ω
ω
髯
ΩD
蔓

昏

&

奠

の

一
八
七

〇

年

十

一
月

十

八

日

(明
治
三
年
十
月

二
十
五
日
)

横

浜

発
書

簡

に

「
ブ

ラ
ウ

ソ
夫

人

が

み

え

て
、

日
本

の
高

官

が

私

た

ち

に
会

い
に

き

て

い
る

の

で
、

ち

ょ

っ
と
来

て

ミ

シ

ン

(
13
)
で
縫

い
物

を

し

て
み

せ

て
や

っ
て

く

れ

な

い

か
と

い
わ

れ

ま

す
。

ブ

ラ

ウ

ソ
夫

人

は

ミ

シ

ン
の

こ
と

は
あ

ま

り

御
存

知

な

く
、

熟

練

し

て

い

な

い
か

ら

ミ

シ

ン
に
触

れ

る

こ
と

も

滅

多

に

な

い

の

で

す

」
(
『
キ
ダ

ー
書
簡
集
』

フ

ェ
リ
ス
女
学
院
資

料
整
備
委
員
会

一
九
七

五
年
)
と

あ

る
。

裁

縫

に
堪

能

な

ブ

ラ
ウ

ン
夫

人

で

は
あ

る
が

、

新

機

械

に

は
あ

ま

り

な

じ

ん

で
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
夫
人
で
も
、
成
仏
寺
時
代
の
家
庭
に
は
ミ
シ
ソ

を
所
持
し
て
い
た
。
当
時
の
婦
人
洋
服
は
す
で
に
ミ
シ
ン
縫
製
時
代
で
あ
り
、
足

袋
職
辰
五
郎
は
ド
レ
ス

・
メ
ー
カ
ー
に
育
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

信
義
は

一
月
十
五
日
の
ヘ
ボ
ン
訪
問
後
、
彼
か
ら
紹
介
さ
れ
た
外
商
た
ち
と
製

茶
売
込
の
打
合
せ
を
行
な
い
、
ま
た
陶
器
の
注
文
を
す
る
な
ど
多
忙
な
日
々
を
記

録
し
て
い
る
が
、
横
浜
滞
在
最
終
日
の
十
九
日
に
、
ミ
シ
ン
に
関
す
る
記
述
が
あ

る
。十

九
日

雨
逗
留

昼
後

よ
り
晴

の
ぶ

ア
メ
リ
カ

の
縫

も
の
を
習
わ

ん
と

い

へ
る
。
昨
日

ヘ
ホ

ン
子

へ
咄
す
。
同
妻
教

へ
ん

と

い
ふ

に
付
、
今

日
至
。
喜
も

又
い
と
ま
ご
い
か
ね
行
。

ヘ
ホ

ソ
子
右

の
手
を
出
し
互

に

振

り
て
止
む
。
是
彼
國

の
朋
友

に
成

た
る
印
也
。
本
國

の
人
と

い

へ
と
も
朋
友

に
あ
ら
さ

る
人
は
此
事

を
せ
ず

。

、

ミ

シ

ソ
裁

縫

は

「
ア

メ
リ

カ

の
縫

物

」

と

呼

ば

れ

て

い

る
。

信

義

の

妻

の

ぶ

は
、

成

仏
寺

で
見

た

ミ

シ

ン
縫

を
習

い

た

い
と

云
う

の

で
あ

る
。

信

義

は
外

商

と

の

打
合

せ

を
完

了

し

た
十

八

日

に
、

妻

の
希

望

を

ヘ
ボ

ン

に
伝

え
、

ヘ
ボ

ソ
夫

人

O
冨
螽

竃

a゚
昌

ビ
①
雲
o

国
①
b
び
霞

ロ
の

承
諾

を
得

る

こ

と
が

で
き

た
。

ヘ
ボ

ン
夫

人

も

ブ

ラ

ウ

ン
夫

人

と
同

様

に
、

来

日
前

の

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

で
裁

縫

会

を

組

織

し

て

い

た
。

一
八

五

四

(
安
政
元
)
年

の

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
、

ヘ
ボ

ン
邸

の
裁

縫

会

に

は
、

ミ
シ

ソ
が

使

用

さ

れ

て

い

る

(
同
年

二
月
二
十
三
日
付
、

ヘ
ボ

ン
か
ら
実
弟

ス
レ
ー
タ

ー

・
C

・
ヘ
ッ
プ

バ
ー
ン

へ
の
書
簡

『
ヘ
ボ

ン
の
手
紙
』
高
谷
道
男
編
訳

昭
和
五
十

一

年
)
。

こ

の
会

は
懇

談

の
集

会

で
あ

る

が

、

夫

人

は
売

り

出

さ

れ

て
問

も

な

い
家

庭

用

ミ

シ

ン
を
早

く

も

用

い

て

い

る

の

で
あ

る
。

成

仏

寺

を

訪

れ

た

の
ぶ

が
、

ヘ

ボ

ン
夫

入

か

ら
ど

の

よ
う

な
教

授

を
受

け

た

か

は
記

さ

れ

て

い
な

い
。

し

か
し
最

後

に

ヘ
ボ

ン
と
握

手

す

る
信

義

の
感

動

に

は
、

商

取

引

へ
の
感

謝
、

ヘ
ボ

ン
に
対

す

る
尊

敬

な
ど

の

ほ

か
、

夫

人

の

ミ

シ

ソ
裁

縫

伝

授

も

加

わ

る

さ

ま

ざ

ま

な
感

激

が

こ

め

ら

れ

て

い

た

で
あ

ろ
う

。

信

義

の

『
横

浜

の
記

』

及

び
辰

五
郎

の

『
談

話

』

に

よ

っ
て
、

成

仏
寺

宣
教

師

三
家

庭

の
、

ミ

シ

ン
の
あ

る
生

活

様

式

を

知

る

こ
と

が

で
き

る

。
そ

し

て

こ
れ

は

成

仏

寺

三
家

庭

に
限

ら
ず

、

在

留

外

交

官

、

宣

教

師
、

外
商

た

ち

の
生
活

パ

タ

ー

ン
で
あ

っ
た
。

彼

等

の
家

庭

の

ミ

シ

ン

は
、

居

留

外

人

の
最

も
多

い
横

浜

の
洋

風

(5)
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生

活

の
表

象

で
も

あ

り
、

わ

が
国

の

人

々
の
興

味

の
対

象

と

な

っ
た
。

一
川

芳

員

の
錦

絵

『
外

国

人

衣

服

仕

立

之

図

』

(
万
延

元

(
一
八
六
〇
)
年
版
)
、

橋

本

玉

蘭

斎

誌

五
雲

亭

貞

秀

画

『
横

浜

開

港

見

聞

誌

』

(
文
久

二

(
一
八
六
二
)
年
刊
)
、
『
異

人

双

六
』

(
旧
版
、
万
延

・
文
久
ご
ろ
)
な

ど

に
、

ミ
シ

ン
裁

縫

の
西

洋

婦

人

が

画

か
れ

て

い

る
。

そ

の

ミ

シ

ン
は
み

な

同

型

で
、
機

械

部

の
描

写

は

正
確

で

は

な

い
が

、

ウ

イ

ラ

ー

・
ア

ン
ド

・
ウ

イ

ル
ソ

ソ
会

社

芝

げ
Φ
Φ
δ
h
騨

芝

ロ
ω
O
⇒

寓
Ωo
ロ
ニ
富
O
霊
『
博づ
σq

O
o
°

の
横

引

ミ
シ

ン
で
あ

る

(14
)
。

註

(
1
)
変
体
仮
名
を
平
仮
名

に
改
め
た
。
句
読
点

及

(

)
内

の

ル
ビ
と
説
明

は
筆
者

が
付
け

た
。
以
下

の
引
用
文
も
同

様
で
あ

る
。

(
2
)

『
浄
土
宗
神
奈
川
教
区
寺
院
誌

』
成
仏
寺

蔵

(
3
)
現
住
職
大
熊
信
光
師
御

教
示

(
4
)

ヘ
ボ

ン
書
簡

(
『
ヘ
ボ
ン
書
簡
集
』

高
谷
道
男
編
訳

昭
和
三
+
四
年
)。
ブ

ラ
ウ
ン

書
簡

(
『S

・
R

・
ブ
ラ
ウ
ン
書
簡
集
』

高
谷
道
男
編
訳

昭
和
三
+
四
年
)

(
5
)

一
八
五
九
年
十

一
月

二
十

二
日
神

奈
川
発

W

.
ラ
ウ
リ
ー
博
士
あ

て

ヘ
ボ

ン
書
簡

(前
掲
書
)

・

.

(
6
)

一
八

五
九
年
十

一
月
三
日
神

奈
川
発

ア
イ
ザ

ッ
ク

・
フ

ェ
リ

ス
博
士
あ

て

ブ

ラ
ウ

ソ
書
簡

(前
掲
書
)

(
7
)

『
ペ

ル
リ
提
督
目
本
遠
征
記
』

(
8
)

一
八
六
〇
年
五
月
十
四
日

神

奈
川
日
記

親
愛

な
る
友

に

(『
ヘ
ボ
ン
書
簡
集
』

前
掲
書
)

(
9
)
匹
貯
p
名
①Φ
犀
ω
○
°
巨
Φ
(
ド゚
。トっ
。゚ー

Hc。
°。卜。
)

『
麻

太
福
音
書
附
帯
記
録
』

昭
和

十
三
年
)

」

(
10
)
冒
賦
9
寓
贄
㌶

匹
8
耄
ロ

(
ド
。゚
心
O
°
N°
H
°。
1
巳
お
゜
。。
°
H
。。
)
諺

昌
聾

Φ
吐
o
団
夢
①

器
≦

o
艮
穹
け

ω
p
旨
二
2

"
09

一ロ
ω

しd
鴎
o零
昌

切
く

名
篷
す
日

国
臣
oけ
○
ユ
黶
の

8
》
嘱
江
σq
奪

ド
⑩
8

°

ブ

ラ
ウ
ソ
の
長
女
ジ

ュ
リ
ア
は
こ
の
後
、

文
久

二

(
一
入
六
二
)
年

に
横
浜

で
、

イ
ギ

リ
ス
領
事
館
員

ラ
ウ
ダ
ー
冒
9

国
Φ
Ω
①
泣
O
U
O
妻
Ω
①
目
と
結
婚
し
た
。
ラ
ウ

ダ

ー
夫
人

に
夫
死
去
後
も

日
本

に
止
ま
り
、
横

浜
初
期

の
西
洋
婦

人
中
、

日
本

在
住
が
最
も
長

い
。
横
浜
外
人
墓
地

に
葬
ら
れ

る
。

(
11
)
横
浜
貿
易
新
報
社

は
、

こ
の
連
載
を
単
行
本

に
編
集
し
て
、

明
治

四
十

二
年

に

出
版

し
た
。

(
12
)
ぎ

ζ
①暮

ユ
§

°
塁

蠧
σ
①けず

○
°
&
ヨ

昌
即

゜
謬

"
爵

Φ
賽

の
ω
陣。
蠧
嬉
.ω
ヨ

鍵

H
O。
りρ

(
13

)

こ

の

ミ

シ

ソ
は

オ

ハ
イ
オ

州

ク

リ

ー
ブ

ラ

ソ
ド
製

船

型

下

糸

巻

型

と

記

し

て

い

る

の

で
、

ア

メ

リ

カ

の

ホ

ワ
イ

ト

煢

臣
8

0
0
°
の
製

品

で
あ

る

。

同
社

は

一
八

六

一

(文
久

一
)
年

に
設

立

さ

れ

た

ウ

イ

ラ

ー

・
ウ

ィ

ル

ソ

ソ
系

で
、

氛

庭

用

ミ

シ
ン
を
製
作

し
た
。

ホ
ワ
イ
ト

・
ミ

シ
ソ
は
明
治
初

期
か
ら
大

正
に
か
け

て
、

日
本

に
多
く
輸
出
さ
れ

て
い
る
。

ミ

ス

・
キ
ダ
ー
は
こ
の

一
八
七
〇

(明
治
三
)

年

か
ら
、

ヘ
ボ

ソ
塾

の
女
生
徒
を
引
き
受
け
て
授
業
を
開

始
し
た
。
こ
れ
が
後

の
フ

ェ
リ

ス
女
学
院

で
あ

る
。

一
八
七
三

(明
治
六
)
年

二
月

二
十

一
日
の
キ

ダ
ー
書
簡

に
示
す

フ

ェ
リ
ス

・
セ
ミ
ナ

リ
寸
の
授
業
内
容

に
は
、
縫

い
も

の
が

あ
る
。

(
14
)
本
稿
関
係
論

文

『
婦
人
洋
服
職
人
制

の
展
開
』

中
山
千
代

『
立
正
女
子
大
学

短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』

第

12
集

一
九
七
四
年

。

四

ミ
シ
ン
初
伝
の
系
譜

十

八

世

紀
後

半

に
織

機

の
機

械

化

か

ら
始

ま

っ
た

イ
ギ

リ

ス

の
産

業

革

命

に
、

織

物

の
生
産

量

が
増

大

す

る

に

つ
れ

て
、

裁

縫

部

門

の
機

械

化

が

志

向

さ

れ

る

よ

う

に
な

っ
た
。

一
七

五

五

(
宝
暦
五
)
年

か

ら
裁

縫

機

械

の
発

明

が

現

わ

れ

る

が
、

ミ

シ

ン

の
形

を

成

し

た

の

は
、

一
七

九
〇

(
寛
政

二
)
年

に
、

イ
ギ

リ

ス

の
指

物

師

ト

マ
拳

・
セ

イ

ン

ト

6
げ
0
8
器

ω
巴
9

の
作

成

し

た
皮

革

縫

製

用

ミ

シ

ン

で
あ

る
。

し

か
し

特

許

を

と

っ
た

だ

け

で
、

実

用

化

し

な

か

っ
た
。

彼

に

続

く

数

人

の

発

明

も

、

実

用

化

さ

れ

な

か

っ
た
。

製

造

さ

れ

た
最

初

の

ミ

シ

ン
は
、

フ

ラ

ソ

ス

の
仕

立

屋

バ

ル

テ

ル

ミ

ー

・
テ

イ

モ

ニ

エ

頃
。゚
H
夢

甑
①
目
矯

6
ぽ
巳
o
け
巳
鍵

が

、

一
八
三

〇

(
天
保
元
)
年

に
特

許

を

と

っ
た
鎖

状

縫

目

の
環

縫

、・・
シ

ソ
で
あ

る
。

彼

は
翌

年

ま

で

に
八

十

台

の

ミ

シ

ン
を
造

り
、

縫

製

工
場

を

パ

リ

に
建

設

し

て
、

フ

ラ

ソ

ス
軍

の

た

め

に
軍

服

を

縫

っ
た
。

し

か

し
仕

事

を
失

う

こ
と

を
恐

れ

た
裁

縫

師

た

ち

に

よ

つ
て
、

そ

の

ミ

シ

ン

は
破
壊

さ

れ

る
。

テ
イ

モ

ニ

エ
は
木

製

か
ら

金

属

製

へ
と

ミ

シ

ソ

の
改

良

を

は

か
り
、

ア

メ

リ
カ

の
特

許

を

と

っ
た
が

、

あ

ま
り

か

え
り

見

ら

れ

ず

、

貧

困

の
う

ち

に
死

去

し

た
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
発

明

さ

れ

た

ミ

シ

ン

は
、

そ

の
後

ア

メ
リ

カ

で
発

達

す

る
。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

の
機

械

工

オ

ル

タ

ー

・

ハ
ソ

ト

芝

黛。
冩

目

国
二
暮

は

一
八

三

四

(
天

保

五
)

年

に
、

鎖

状

の
縫

目

で
な

く
、

二
本

の
糸

で
堅

く

し

ま

る
縫

目

の

、ミ
シ

ソ

を
造

っ
た
。

こ
れ

は
本

縫

と

称

し
、

現

在

の

ミ

シ

ン
の
縫

目
が

は

じ

め

て
出

来

上

っ
た

の

で
あ

る
。

し

か

し
直

線

だ

け

で
、

布

送

り

も

で
き

な

か

っ
た
。

送

り
装

置

に
成

功

し

た

の

は

エ
リ

ア

ス

・
ホ

ウ

田

冨
の
国
o
耄
Φ

で
あ

る
。

各

地

の
紡

織

工

場

で
働

ら

き

な

が

ら
研

究

し
、

四

六

(
弘
化
三
)
年

に

こ

の

ミ

シ

ン
を

完

成

し

て
特

許

(6
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を

と

っ
た
。

人

々
は
彼

の

ミ

シ

ン
が

手

縫

よ
り

す

ぐ

れ

て

い

る
事

を

認

め

た
が

、

裁

縫

師

た

ち

の
反

対

運

動

の

た

め
、

商

業

的

成

功

は
困

難

で
あ

っ
た

。

ホ

ウ

は

イ

ギ

リ

ス
に
渡

り
、

知

り
合

っ
た

工
場

主

に
、

彼

の

ミ

シ

ン
を

使

っ
て

コ
ル

セ

ッ
ト

を

縫

わ

せ

た
。

こ

れ

も
成

功

せ
ず

、

失

意

の
う

ち

に

ア

メ
リ

カ

に
戻

っ
た

の
は

四

九

(嘉
永

二
)
年

で
あ

る
。

帰

国

し
た

ホ

ウ

は
大

衆

の
関

心

が

ミ

シ

ン

に
む

か

っ
て

い

る

こ

と
、

彼

の
特

許

を
侵

害

し

て

ミ

シ

ソ
が

造

ら

れ

は
じ

め
て

い
る

こ
と

を
知

っ
た

。

ホ

ウ

の

ミ

シ

ン

は
今

日

の

ミ

シ

ン

の
基

本

的

な

部

分

を

い

く

つ
か
具

備

し

て

い

る
が

、

速

度

は
遅

く

騒

音

の
激

し

い
も

の

で
あ

っ
た

。

し

か

し
彼

は

、・・
シ

ン

時

代

の
来

る

こ
と

を

感

じ

て
、

自

分

の
権

利

を
守

る
告

訴

に

の
り

出

す

の

で

あ

る
Qミ

シ

ガ

ン
州

の
指

物

師

ア

レ
ン

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン

≧

げ
け

切
゜
妻

屮冨
o
P

は

四
九

(辜

水
二
)
年

に
、

自

動

送

り
製

置

を
付

け

た
本

縫

、・・
シ

ン
を
完

成

す

る
。

ま
た

こ

れ

ま

で

と
異

る

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

回
転

鉤

を
発

明

し

た
。

こ

れ

は
現

代

の

、・・
シ

ン
の

ヵ

マ
の
基

を
確

立
す

る

も

の

で
あ

る
。

一
八

五

一
(
嘉
永
四
)
年

八
月

十

二

日

に
特

許

を

と

っ
た
。

彼

は
事

業

家

ナ

ザ

ニ

エ
ル

・
ウ

イ

ラ

ー
宏
讐
冨

巳
9

芝

け
Φ
9
Φ
触
の

協

力

を
得

て
、

ウ

イ

ラ

ー

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン
会

社

髫

げ
①
①
げ
び

煢

陣惨
o
ロ

昏

O
o
°
を

設

立

し

た
。

足

踏

式

の
優

秀

な

ミ

シ

ン
、

ウ

イ

ラ

ー

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン

は
ま

つ

縫

製

工
業

に
、

つ
い

で
家

庭

裁

縫

に
進

出

す

る
。

ボ

ス
ト

ン
の
機

械

工

ア

イ
ザ

ッ
ク

.

メ
リ

ッ
ト

・
シ

ン
ガ

ー

Hω
9。
pδ
o
ζ

Φ
頃
葺

ω
ぎ
σq
Φ
門

の
本

縫

ミ

シ

ソ
が

完

成

し
、

特

許

を

と

っ
た

の

は
、

偶

然

に
も

ウ

ィ

ル

ソ

ン
と

同

じ

日

で
あ

っ
た

。

シ

ン

ガ

:

の

ミ

シ

ン
は
布

地

を
前

に
ず

ら

し

て
傷

め
ず

、

縫

い
な

が

ら

方

向

転

換

す

る

こ
と

が

で
き

、

従

来

の
ど

の

ミ

シ

ン
に
も

な

い
劃

期

的

な

押

え

が

ね

は
、

厚

地

に
も
自

動

的

に
適

応

す

る
も

の

で
あ

っ
た

。

ウ

ィ

ル

ソ

ン
及

び

シ

ソ

ガ

ー

に
至

っ
て
技

術

的

発

展

を

と

げ

た

ア

メ
リ

カ

の

ミ

シ

ン

は
、

西

部

開

発

に
市

場

を

拡

大

す

る

既
製

服

産

業

の
基

盤

と

し

て
、

五

五

(
安
政
二
)
年

以
降

生

産

量

が

激
増

す

る

(
-
)
。

日
本

に

ペ

リ

ー
が

来

航

し

て
日

米

和

親

条

約

が
結

ぼ

れ

(
一
八
五
四
年
)
、

通
商

条

約

も

締

結

し

て

(
一
八
五
八
年
)
、

開

国

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

っ
た
頃

で
あ

る
。

わ
が

国

へ
の

ミ

シ

ン

の
初

伝

は
、

ウ

イ

ラ

ー

・
ア

ン
ド

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン
会

社

か

ら

将

軍

家

定

へ
の
贈

物

で
あ

る
。

こ
れ

は

一
八

六

二
年

四

月

五

日

(文
久

二
年

三
月

七
日
)

の

『
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
新
聞

』

第

三

百

三
十

号

に
掲

載

さ

れ
、

わ

が

国

の

『
海

外

新

聞

別
集

』

に
、

次

の

よ
う

に
飜

訳

さ

れ

て

い

る
。

「
日
本

よ
り
贈
物

の
事
・」

日
本

の
当
万
延
大
君

よ
り
ホ

ヱ
ー
レ
ル
及
び
ウ
ヰ

ル
ソ
ソ
の
組
合
よ
り
前
大
君

に
進
上
し

た
る
美
事
な

る
縫
道
具

の
返
礼
と
し

て
亜
国
ミ

ニ
ス
ト

ル
、

ト
オ

セ
ソ
ト

ハ
ル
リ

ス
に
頼

て
右

の
組
合

に
甚

た
珍

し
く
且

つ
貴
む
べ
き
数
多

の
品
物

を
贈

れ
り
、
是

は
種

々
に
彩
色

し
て
何

れ
も
長

サ
五
ヤ
ー
ル
ド

の
天
鵞
絨
五
巻
と
金
銀

の
綾
模
様
あ

り
て
、
種

々
の
鳥
或

は
花

を
画
き

た
る
何
も
立
方

一
ヤ

ー
ル
ド

の
貫
き
絹
五
巻

な
り
、
但

し
其
鳥

の
中

に
は
其

色
黒
し

て
異
形
な

る
鳥
数
十
羽
並

に
奇
麗

な
る
牝
鶏

の
周
囲

に
牡
鶏
雛

の
集
れ

る
有
様
を

画
き

た
り
。
今
此
織
物
は

ク
ラ
ー
ホ

ル
ド
の
作

な
る
デ

ン
シ

ン
グ

セ
ン

ニ
ー
の
華
麗
な

る

肖
像
と
共

に
ホ

ヱ
ー
レ
ル
及
び
ウ
ヰ

ル
ソ
ン
組

合

の
展
観

場
の
飾
物

と
し
て
あ
れ
り
。
外

国
珍
器
を
見

る
を
好
む
輩

は
日
本
製
造

の
器
械
も
常

に
探
索
す
べ
し
。
予
等

ハ
ル
リ
ス
の

知
ら
せ

に
て
聞
た
る

に
、

亜
国
夫
人

の
如
く
前
大
君

の
寡
婦

は
右
進
上
し

た
る
縫
道
具
を

玩
り
と
。
(
『館
海
外
新
聞

別
集
』
上
巻

『
鵬
獣
新
聞
全
集

』
3

所
収
)

ア

メ
リ

カ
駐

日

総

領

事

タ

ウ

ン

セ

ン
ド

・

ハ
リ

ス

↓
O
髫
5
ω
①
昌
Q

寓
£⇔
目
臨
ω
が

安

政

四

(
一
八
五
七
)
年

十

月

二
十

一
日

に
、

江

戸

城

で
将

軍

家

定

に
謁

見

し
た

際

の

贈

物

、

望

遠

鋭
、

晴

雨

計
等

十

三
品

の
中

に

ミ

シ

ン
は

な

い

(
ハ
リ
ス

『
日
本
滞

在

記
』

一
八
五
七
年

十

二
月

二
十

一
日
)
。

ウ

イ

ラ

ー

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン
会

社

か
ら
贈

っ

た

ミ

シ

ン
は
、

ハ
リ

ス
の
公

式

な
贈

物

に

は
含

ま
れ

な

い
も

の

で
あ

る
ρ

或

は
ま

た

ハ
リ

ス
来

航

以
後

の
、

別

の
船

便

で
贈

ら
れ

た

も

の

で
あ

ろ
う

か

(2
)
。

家

定

は

翌

五

(
一
八

五
八
)
年

八
月

十

四

日

に
歿

し

た

の

で
、

次

の
将

軍

家

茂

が
、

文

久

二

(
一
八

六
三
)
年

に

ハ
リ

ス

の
帰

国

に
託

し

て
、

返

礼

の
品

を

贈

っ

た

の

で

あ

る
。

贈

物

の

ミ

シ

ソ
は
家

定

の
末

亡
人

天

璋

院

が

愛

用

し

て

い

る

こ
と

を
、

ハ
リ

ス
は
会

社

に
伝

え

て

い

る
。

将

軍

家

定

に
献

上

さ

れ

た

こ

の

ウ

イ

ラ

ー

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン

の

ミ

シ

ン
は
、

わ

が

国

初

伝

の
第

一
ル
ー

ト

で
あ

る
。

第

ニ

ル
ー

ト

は
年

代

的

に
右

に
次

ぐ

も

の
と

し

て
、

『
横

浜

の
記

』

な
ど

に
示

さ

れ

る
西

洋

婦

人

家

庭

の

、ミ
シ

ン

で
あ

る
。

わ

が

国

に
も

た
ら

さ
れ

た
最

初

の

ミ

シ

ン
と

し

て
有

名

な

中

浜

万

次

郎

の

ミ

シ

ン

は
、

第

三

ル
ー

ト

と

し

て
設

定

さ
れ

る
。

ハ
リ

ス
に

よ

っ
て
締

結

さ

れ

た

日

米

修

好

通

商

条

約

批

准
書

交

換

の
た

め
、

幕

府

は
万

延

元

(
一
八
六
〇
)
年

に
、

使

節

新

見

正
興

一
行

七
十

七
名

乏
護

衛

艦

咸

臨

7
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究研

丸
を
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
た
。
咸
臨
丸
の
通
弁
主
査
と
な

っ
た
の
が
、
中
浜
万
次

郎
で
あ
る
。
彼
は
土
佐
国
中
ノ
浜
の
漁
民
で
あ

っ
た
。
天
保
十
二
(
一
八
四
一
)
年

正
月
、
十
四
歳
の
時
、
出
漁
中
暴
風
雨
に
あ

っ
て
無
人
島
に
漂
着
し

た

と

こ

ろ

を
、

ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
救
助
さ
れ
た
。
船
長
は
万
次
郎
を
ア
メ
リ
カ
に
伴
な

い
、
学
校
教
育
を
授
け
た
。
万
次
郎

は
成
人
後
捕
鯨
船
員
と
な

っ
て
出
航
し
て
い

た
が
、
嘉
永
四
(
一
八
五
一
)
年
に
ア

メ
リ
カ
船

に
便
乗
し
て
帰
国
し
た
。
土
佐
藩

主
山
内
容
堂
に
召
し
出
さ
れ
て
教
授
館
に
出
仕
し
、
六

(
一
八
五
三
)
年
に
は
幕
府

に
召
し
抱
え
ら
れ
て
直
参
と
な

っ
た
。
西
洋
型
帆
船
の
建
造
、
軍
艦

教

授

所

教

授
、
捕
鰊
術
伝
授
、
英
会
話
書
編
纂

な
ど
に
、
彼
の
新
智
識
が
活
用
さ
れ
、
咸
臨

丸
派
遣
に
当

っ
て
通
訳
に
任
ぜ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
同
行
し
た
万
次

郎
が

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
ミ
シ
ン
を
購
入
し
た
こ
と
は
、
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い

る

(3
)
。

ミ
シ
ソ
の
量
産
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
五
年
を
経
た
当
時
の
ア
メ
リ
ヵ
で
は
、
衣

服
産
業
の
工
場
ミ
シ
ン
発
展
に
つ
い
で
、
ミ
シ
ソ
は
市
民
生
活
に
も
誇
ら
し
い
機

械
で
あ

っ
た
。
咸
臨
丸
軍
艦
奉
行
木
村
喜
毅
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
造
船
局

士
官
の
家
に
招
か
れ
た
時
、
そ
の
家
の
娘
の
ミ
シ
ソ
縫
を
見
せ
ら
れ
た
。
ミ
シ
ン

は
当
家
の
自
慢
で
あ
り
、
は
じ
め
て
見
る
日
本
人
に
は

「其
器
極
め
て
簡
便
に
し

て
足
に
て
踏
め
ば
機
関
自
然
に
転
旋

し
緩
急
意
の
こ
と
く
其
奇
巧
な

る

に
堪

え

り
」
(木
村
喜
毅

『奉
使
米
利
堅
紀
行
』)
と
い
う
驚
ろ
き
で
あ
る
。
ま
た
使
節

一
行

の

ア
メ
リ
カ
各
地
で
の
写
生
画
が
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の

宿
舎
ウ
イ
ラ
ー
ド

・
ホ
テ
ル
煢
旨
Ω。
a

缶
9
9
の
ミ
シ
ン
縫
見
物
図
が
あ
る

(4
・。

日
本
使
節
団
の
四
名
が
ミ
シ
ン
縫
の
婦
人
を
か
こ
ん
で
熱
心
に
見
て
い
る
図
の
、

ア
メ
リ
カ
の
誇
り
と
日
本
人
の
驚
ろ
き
の
対
比
は
、

サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
に
お
け

る
木
村
喜
毅
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
隋
行
員
勘
定
組
頭
森
田
岡
太
郎
の
記
録
に

よ
れ
ぽ
、
ミ
シ
ソ
見
物
の
場
所
は
ホ
テ
ル
の
縫
物
所
で
あ
る
。
彼
は

ミ

シ

ソ

を

「車
仕
懸
ケ
之
品
」
と
記
し
て
い
る

(森
田
岡
太
郎
稿

『亜
行
日
記
』
四
月
朔
日
陽
暦

五
月
二
十
一
日

『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料
集
成
』
第
五
巻
所
収
)。
こ
の
ミ
シ
ソ
が
ウ

イ
ラ
ー

・
ウ
イ
ル
ソ
ン
ミ
シ
ン
で
あ
る
こ
と
は
同
図
の
下
方
に
附
記

さ

れ

て

い

る
。
当
ミ
シ
ン
は
す
で
に
家
定
に
贈

ら
れ
て
、
江
戸
城
に
あ
る
。
ま
た
横
浜
西
洋

人
家
庭
で
使
用
さ
れ
、
画
家
た
ち
の
描
い
た
ミ
シ
ン
と
同
型
の
横
引
、・・
シ
ン
で
あ

る
。
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
で
中
浜
万
次
郎

の
購
入
し
た
ミ
シ
ソ
は
、
万
延
元

(
一

八
六
〇
)
年
の
帰
国
に
持
ち
帰
ら
れ
た
が
、

使
節
団
の
人
々
も
ミ
シ
ン
を
持

っ
て

帰
国
し
た
こ
と
は
、
使
節
の
乗
船
ボ
ー

ハ
タ
ン
の
乗
組
士
官
ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
中
尉

嵩
Φ暮
゜
蜜
目
Φω
U
°
Hoぎ
ω8
ロ
φ

ω゚
乞゚
゜
の
日
記
に
明
ら
か
で
あ
る

(5
)
。
使
節

に
は
遊
戯
の
カ
ル
タ
か
ら
裁
縫
ミ
シ
ン
に
至
る
ま
で
多
種
多
様
の
贈
物
が
あ
り
、

「彼
等
は
其
後
此
裁
縫
器
械
を
巧
み
に
使
用
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
云
ふ
事
で
あ

る
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
万
次
郎
の
ミ
シ
ン
は
使
節
の
贈
物
ミ
シ
ン
と
異
な

っ
て
、
彼
自
ら
購
入
し
た
、・・
シ
ン
で
あ
る
。
彼
は
ミ
シ
ン
と
共
に
写
真
機
も
購
入

し
、
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
生
活
に
ま
だ
な
か

っ
た
新
機
械

へ
の
執
心
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
測
量
機
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
拳
銃
等
を
機
会
あ
る
ご
と
に
輸
入
し
た
新
文
明

の
先
駆
者
と
し
て
の
栄
光
が
、
万
次
郎
の
ミ
シ
ン
を
と
り
わ
け
輝
か
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
万
次
郎
の
ミ
シ
ン
は
、
わ
が
国
ミ
シ
ン
の
嚆
矢
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
ミ
シ
ン
は
す
で
に
日
本
に
入

っ
て
い
る
の
で
、
万
次
郎

の
ミ
シ

ン
は
日
本
人
に
よ
る
初
伝
と
云
う
べ
き
で
あ
り
、
第
三
ル
ー
ト
と
し
て
設
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

中
浜
万
次
郎

の
持
ち
帰

っ
た
ミ
シ
ン
三
台
の
う
ち

一
台
を
、
東
京
芝
愛
宕
下
の

軍
服
裁
縫
業
植
村
久
五
郎
が
百
二
十
両
の
高
価
で
買
い
受
け
た
と
い
う
。
こ
れ
は

『
東
京
洋
服
商
工
同
業
組
合
沿
革
史
』
(同
組
合
神
田
区
部
編
纂

昭
和
十
五
年
)
が
伝

え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
組
合
第
二
次
副
組
長

(大
正
四
ー
七
年
)、

第
三
次
副
組

長

(大
正
七
ー
九
年
)、
第
七
次
組
長

(昭
和
十

一
年
七
月
-
十
二
年
二
月
七
日
)、
を

つ

と
め
た
植
村
久
五
郎
は
、
中
浜
万
次
郎
か
ら
ミ
シ
ン
を
購
入
し
た
植
村
久
五
郎

の

子
息
で
あ
る
。
初
代
久
五
郎
は
大
正
三

(
一
九
一
四
)
年
ま
で
生
存
し
、
子
息
が
業

界
の
重
鎮
で
あ

っ
た
た
め
、
植
村
の
最
初
の
ミ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
業
界
に
よ
く

知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ミ
シ
ン
は
横
浜
か
ら
漁
船
に
積
ん
で
江
戸

へ
輸
送
中
、
風

雨
の
た
め
に
六
郷
川
に
逃
げ
こ
み
、
止
む
な
く
此
処
で
陸
上
げ
し
て
、
芝
の
宇
田

川
町
ま
で
駕
籠
で
運
び
こ
ん
だ
と
い
う
。
当
時
の
人
々
は
ミ
シ
ン
縫
を
切
支
丹
の

幻
術
だ
と
騒
い
た
の
で
、
植
村
は
ミ
シ
ン
を
二
階
に
隠
し
、
人
目
に
ふ
れ
ぬ
よ
う

に
使
用
し
た
。
遣
米
副
使
で
あ

っ
た
村
垣
範
正
か
ら
そ
の
剛
気
を
み
こ
ま
れ
、
海

軍
服
裁
縫
に
推
挙
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
、
海
軍
服
商
と
し
て
発
展
し
た

(6
)
。

わ
が
国
の
ミ
シ
ン
初
伝
が
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ン
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
世
界
に
お

Cs)



竹口喜左衛門信義 『横浜の記』の研究

け

る

ア

メ
リ

カ

・
ミ

シ

ソ
工
業

の
優

位

性

に
基

づ

く
。

ま

た

ア

メ

リ
カ

・
ミ

シ

ン

の
中

の

ウ

イ

ラ

ー

・
ウ

イ

ル

ソ

ン

ミ

シ

ン
が
輸

入

さ

れ

て

い

る

の

も
、

初

期

ミ

シ

ン
時

代

の
当

社

の
盛

況

が
波

及

し

た

の

で
あ

る
。

受

け

入
れ

側

の

日
本

で

は
年

代

順

に
、

前

述

の
よ

う

な

個

人
的

形
態

の
三

つ
の

ル
ー

ト
が

認

め

ら
れ

る
。

洋

服

業

の
職

業

用

ミ

シ

ン
、

輸

入
商

社

取
扱

品

と

し

て

の
産

業

形

態

の

ミ

シ

ン
受

容

は
、

慶

応
年

代

に
至

る

ま

で
見

ら

れ

な

い
。

一
八

五

九
年

十

一
月

二
十

二

日

(安
政

六

年

十
月
十

八
日
)
神

奈

川
発

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

の

ラ

ウ

リ

i
博

士

あ

て

の

ヘ
ボ

ソ

書

簡

に
、

「衣

類

は

ま

っ
た

く
本

国

か

ら

送

っ
て

も

ら

う

ほ

か
あ

り

ま

せ

ん
。

日

本

で

は
毛
織

物

が

な

い
し
、

洋

服

屋

も
見

ま

せ

ん
。

こ

の
点

中

国

よ
り

不

便

で

す
」

(
『
ヘ
ボ

ソ
書
簡
集

』
前
掲
書
)

と

あ

り

、

翌

六
〇

年

五
月

十

四

日

(
万
延
元
年

閏

三
月

二
十
四

日
)

に
も

、

「
毛

織

の
上

衣

が

ほ

し

い

の

で

す

が

、

こ

の

地

で

は

得

ら

れ

ま

せ

ん

の

で
、

数

日
前

に
上

衣

と
ズ

ボ

ン
を

マ

ッ
キ

ー

ン
氏

と

ラ

ソ
キ

ン

氏

に
注

文

を
出

し

た

の

で

す
。

そ

れ

ら

を
発

送

し

て

い
た

ら

よ

い

の

で
す

が

、

も

し

ま

だ
送

っ
て

な

か

っ
た

ら
是

非

お
送

り

願

い

ま
す

」

(
『
ヘ
ボ

ン
書
簡
集
』
前
掲
書
)

と
、

依

頼

す

る

の

で
あ

る
。

し

か

し
、

安

政

七

(
一
八
六
〇
)
年

の
在

住

欧

米

人

約

四

十

四

名

(
幕
府

調
査
)

か

ら
、

慶

応

年

中

(
一
八

六
五
-
六
八
年
)

に

は
千

百

三

十

名

と

な

り

(
『横
浜
開
港

五
十
年
史
』
下
巻

横
浜
商

工
会
議
所

明
治
四
十

二
年
)
、
増

大

す

る
彼

等

の
衣

服

需

要

に

よ

っ
て
、

洋

服

業

が

開

か
れ

る

の

で
あ

る

、

安

政

開

港

時

か
ら

の
蘭
商

バ

タ

ケ
イ

切
9
詳
Φ
閃
①

(『
御
開
港
横
浜
大
絵
図

二
編

外
国
人
住
宅

図
』
)

が
、

い

つ
頃

か

ら
洋

服

を
扱

う

よ
う

に

な

っ
た

か

不

明

で
あ

る
が

、

一
八

六

四

(元
治
元
)

年

に
本

町

通

七
十

七

番

マ
ー

ク

ス

国
゜
ζ
9
葺

ω
仲

O
o
°
(.、
)
六
七

(慶
応
三
)
年

に

は

五
十

二
番

ロ

ス

モ

ン
ド
、

ウ

イ

ル

マ
ン

殉
0
9

目
二
b
9

類

陣目
旨
9
け
俸

0
9
、
五
十

一二
番

ラ

ダ

ー

ジ
、

オ

エ

ル

ケ

ピ
9
α
鋤
σq
9

0
Φ
貯
Φ
昏

0
9

、

七
十

番

ジ

ロ

ウ

ィ

ツ

匂
Φ
ざ
く
冒
N

肆

O
O
°
、

八

十

一
番

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ポ
プ

リ

ン

芝

臼
冨
旨

口
O
b
犀
口

帥

O
o
°
、

八
十

二
番

マ
ケ

ッ
ク

ニ
ー

ζ

鋤
屏
Φ
8

唄

俸

0
9

が

見

ら

れ

る

(8
)
。

こ

の
う

ち
、

ロ
ス

モ

ソ
ド
、

ウ

ィ

ル

マ

ン
と

ラ
ダ

ー
ジ

、

オ

ル

エ
ケ
は

注

文

仕

立

も

行

う

テ

ー

ラ

ー

で
あ

る
が

、

そ

の
他

の
商

館

は
武

器

・
弾

薬

輸

入

商

で
あ

っ
て
、

そ

の
付

随

商

品

衣

服

・
羅

紗

は
、

主

と

し

て
軍

服

及

び

軍

服

生

地

で
あ

る

(
9
)
。

ま

た

わ
が

国

で

の
最

大

の
需

要

は
軍

服

で
あ

っ
た

。

六

六

(慶

応
二
)

年

に
幕

府

が
フ
ラ
ン
ス
に
注
文
し
た
武
器

・
武
具
の
う
ち
、
軍
服
九
櫃
、
木
綿
繻
絆
三
千
、

下
股
引
千
五
百
の
既
製
服
は
す
ぐ
使
用
で
き
る
け
れ
ど
も
、
紺
羅
紗
百
二
十
枚
、

羅
紗
四
櫃
、
兵
卒
者
着
用
羅
紗
千
三
百
二
十
四
枚
、
股
引
羅
紗
九
櫃
の
大
量
な
毛

織
地

(-o
)
は
、

ミ
シ
ン
で
な
け
れ
ば
早
急
に
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
日
本

に
も
ミ
シ
ン
に
よ
る
軍
服
産
業
成
立
の
条
件
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

ミ
シ
ソ
が
輸
入
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
も
、
慶
応
年
間
か
ら
で
あ
る
。
慶
応

三

(
一
八
六
七
)
年
に
、
開
成
所
は
教
授
を
横
浜

へ
派
遣
し
て
、・・
シ
ン
縫

を

習

わ

せ
、
翌
四
(
一
八
六
八
)
年
二
月
に
そ
の
伝
習
を
開
始
し
た
。
そ

れ

は

『中

外

新

聞
』
第

一
号

(慶
応
四
年
二
月
三
十
四
日
出
板
)
で
布
告
さ
れ
、

一
般
に
公
開
し
た
。

西
洋
新
式
縫
物
器
械
用
法
伝
習
并
に
御
仕
立
物
の
事

右
器
械

は
シ
ウ
イ

ソ
マ
シ
ネ
と
名
く
る
精
巧
簡
便

の
品

に
て
、
近
年
舶
来

あ
り
と
雖

も

用
法
未

だ
弘
ら
ず
、
依

て
去
年
官
命
を
蒙
り
横
浜

に
於

て
外
国
人
よ
り
教
授

を
受

け
、
尚

ほ
又
海
内
利
益

の
為

に
伝
習
相
始

め
候
間
、

望

の
御

方
は
開
成
所

へ
御

尋
ね
な
さ
る
べ
き

候
。
付

て
は
伝
習

の
序
何

に
て
も
注
文
次
第
廉
価

に
て
仕
立
物
致
す

べ
く
候
。
依

て
此
段

布
告

に
及
ぶ
も

の
な
り
。

慶
応
四
年

二
月

開
成
所

に
て

遠
藤
辰

三
郎

こ
れ
は
開
成
所
の
物
産
学
の
仕
事

で
あ
ろ
う
が
、
名
門
の
青
年
を
集
め
る
洋
学

研
究

・
教
育
機
関
が
、
新
聞
を
利
用
し
て
、
伝
習
と
仕
立
物
を
公
募
す
る
異
例
な

措
置
で
あ
る
。
時
は
恰
も
戊
辰
戦
争

の
最
中
で
あ

っ
た
。
幕
府
瓦
壊

の
動

乱

期

に
、
新
時
代

へ
転
換
す
る
鋭
い
感
覚
が
、
ミ
シ
ン
裁
縫

へ
の
熱
意
に
表
出
さ
れ
て

い
る
。
開
成
所
の
購
入
し
た
ミ
シ
ン
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
わ
が
国

に
売
込
を
は
か
っ
た
ミ
シ
ン
に
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
レ
ン
ス

.
、、、
シ
ソ
固
o
吐①β
o
Φ

ωΦ≦
ぎ
σq
目
9
0ぼ
旨
Φ
が
あ
る
。

「此

「プ

ロ
レ
ン
ス
」
と
い
う
縫
道
具
は
縫
道
具

中
最
も
驚
べ
き
者
に
し
て
此
を
用
ゆ
る
と
き
は

一
人
に
し
て
凡
数
人
の
仕
事
に
ひ

と
し
く
た
い
て
い
半
時
の
間
に
二
十
間
餘
を
ぬ
ふ
べ
し
そ
の
う

へ
直
段
も
い
と
や

さ
エ
へ
り
い

ふ
く

く
ら
と

ふ

す
く
此
を
つ
か
ふ
に
さ
ま
で
手
ぎ
わ
も
い
ら
ず
し
て
笹
縁
衣
服
鞋
鞍
等
の
縫
物
に

き
わ
め
て
妙
な
る
に
よ
り
横
浜
村
に
て
往
々
こ
の
道
具
を
用
ゆ
る
も
の
あ
り

「
ア

(9)
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要紀究研

メ
リ

カ
」

に

お

い
て

は
此

道

具

を
用

ゆ

る
者

甚

多

く

其

数

千

を

も

っ
て

か
そ

ふ

る

な

り

但

し

こ
れ

を

お

も

に
商

内

す

る

と

こ

ろ

は

「
サ

ン
フ

ラ

ン
シ

ス

コ
」

の

「
モ

ソ

ト

ゴ

メ
リ

ー
」

通

百

十
番

「
ヒ
ー

ル
」

と

い

ふ

み

せ

な

り

」

と

『
万

国

新

聞

紙

』

(n
)
に
宣

伝

し

た
。

右

広

告

の
図

に
示

す

型

式

は
、

ウ

イ

ラ

ー

・
ウ

ィ

ル

ソ

ン
型

横

引

ミ

シ

ン

で
あ

る
。

横

浜

に

は
海

岸

第

二
番

ウ

オ

ル
シ

ュ

・
ホ

ー

ル
商

会

芝

彜。
冨
百

出
9
昌

俸

O
o
°

の

よ
う

に
、

船

蒸

気

器

械

、

軍

用

諸

器

、

日

用

器

物
な

ど
、

す

べ
て

の
外

国

商

品

を

取
扱

う

商

社

が

あ

る
。

ミ

シ

ン
は

こ
う

し

た

商

社

へ

の
注

文

品

と

し

て
輸

入

さ

れ

る

の

で
あ

っ
て
、

特

定

商

館

の
専

属

商

品

と

な

る

ほ

ど

の
勢

力

は
ま

だ

な

か

っ
た
。

『
日
本

洋

服

沿
革

史

』

(大
阪
洋
服
商
同
業
組
合
編
纂

昭
和

五
年
)

は
、

慶

応

四

年

の
夏

に
ド

イ

ッ
人

ア
ー

ブ

ル

ヒ
が

ド

イ

ッ
製

横

引

環

縫

ミ

シ

ン
を

輸

入

し
、

始

め

て

こ
れ

を
横

浜

の
イ

ソ
デ

ア

ス
ト
商

会

に
陳

列

販

売

し
た

が

、

一
台

八

十

両

(
換

算

六
十

五
ド

ル
)
の
高

価

な

ミ

シ

ン
は
、

あ

ま

り
売

れ

な

か

っ
た

と

伝

え

て

い
る

。

ま

た

『
東

京

洋

服

商

工
業

同
業

組

合

沿
革

史

』

(前
掲
書
)

に

は
、

明

治

初

年

に
浅

草

雷

門

で
、

ミ

シ

ソ

は
見

料

三

銭

の
み

せ

も

の
に

な

っ
て

い

た

と
あ

る
。

よ
う

や

く

商

品

と

し

て
輸

入

さ

れ

は
じ

め

た

ミ

シ

ン
も
、

両

書

の
伝

え

る

よ
う

な

珍

品

で

あ

り

、

新
機

械

を

受

容

す

る
産

業

機

構

は
、

ま

だ
築

か

れ

て

い

な

い

の

で
あ

る
。

註

(
1
)

各

種

文

献

の
ミ

シ

ン
発

明
年

代

は
、

部

分

的

に
異

な

る
も

の
が

あ

る
。

本

稿

は

国
づ
Oく
O
δ
℃
①
象
9

諺
日

①ユ
09⊃
づ
?

国
貯
の
け
℃
二
び
犀
ωげ
Φ
創

屮口

H
GQbQ
り
に
よ

る
。

(
2
)

こ

の

ミ

シ

ン
を

ペ
リ

ー

の
贈

物

と
す

る
論

が

あ

る

(「日
本
裁
縫
ミ

シ
ン
史
雑
感
」

吉
田
元
氏

『日
本

ミ
シ
ン
産
業
』

一
〇
〇
号

昭
和

四
十

一
年
。

『蛇

の
目

ミ
シ
ン
五
十

年
史
』

昭
和
四
十
六
年
)
。

し

か
し

ペ

リ

ー

の
贈

物

の
返

礼
が

、

八

年

後

の

ハ
リ

ス
帰

国

に
託

さ

れ

た
と

す

る

こ
と

は
、

妥

当

で
な

い
で

あ

ろ

う
。

(
3
)

『中

濱

萬

次

郎

伝

』

中

濱

東

一
郎

昭

和

十

年

。

『
新

ジ

.
ン

万

次
郎

伝

』

エ

ミ

リ

イ

・
ワ

リ

ー

ナ

田
中

至

訳

一
九

六

六
年

。

『
中

浜

万

次

郎

の
生
涯

』

中

浜

明

一
九

七

〇

年

。

(
4
)

『萬

延

元

年

遣

米

使

節

圖

録

』

田
中

一
貞

大

正

九

年

。

旧

ウ

イ

ラ
ー

ド

・

ホ

テ

ル
蔵
一、

新

聞

掲

載

写

生

画

。

(
5

)
に

Φ鼻

冒
薨

ω
U
°
匂
。ぎ

の
↓。づ

G

ω
゜
客

り
Φ
図
8
。
牙

Φ

。
塗

。興

。
鴎
夢
Φ

℃
。課

鍔

蜜
p

O
庄
蠧

簿巳

冒
冨

『

び
①
ぼ
σq
9

鬘

巨
毘

く
Φ
。
団
夢
①

。目
乱
ω①
。出
蔚
①
d
°

の
゜
ω
8
9
B

田

}σq
讐
①
℃
○
毒
げ
讐
9
ρ

ぎ

昏
Φ

嘱
8
ジ

.α
o。
"

、$

9
づ
幽

、①
ρ

甘
9
&

ぎ
σq

き

8

8
§

け

。
出

呰
Φ

匂
碧

き

Φ
ω
Φ

国
目
訂

ω超

8

爵
①

d
巳
蕊

誓
曾
Φω
"
燭
庄
智
α
Φぢ
げ
宣

H
c。
①
ゼ

(前
掲
書
鮒
録

「米

人
の
見
た

る
萬
延

目
本
使
節

」)

(
6
)
本
書

は
こ
の
ミ

シ
ソ
を

「
伊
太
利
製

二
重
台

ミ
シ
ン
」
と
し
て

い
る
が
、
伝
聞

の
誤

り
で
あ

ろ
う
。
ま
た
村
垣
範
正
は

「御
船

手
役
」
と
あ
る
が
、
誤

り
で
あ

る
。
村
垣

の
家

は
代

々
幕
府
庭
番
を
勤

め
、
国
事
探
偵

で
あ

っ
た
。
蝦
夷

地
を

巡
見

し
、
安
政

三
年

か
ら
文
久

二
年
ま

で
は
箱
館
奉
行
で
あ
る
。
万
延
元
年
遣

米
副
使

を

つ
と
め
た
。

(
7
)
誤

Φ
○
筒
。巳
。δ

弩
α

皀
目8
8
姥

h9

0
三
鼻

智
O
穹

帥

葺
Φ
勹
三
言

葺
器
9

囲゚
『

夢
Φ

曽
①
9・
び

μ
c。
O
《

(
8

)

『
萬

國
新

聞

紙

』
慶

応

三
年

(
9

)
誤

Φ

o
耳

。巳

。げ

俸

∪
冨

。
8
黛

囲。
吐
○
ぼ
蠧

乙

昌

碧

俸

勺
げ
農

署

ぎ
①
9

{。
目

けげ
Φ
団
Φ
P
び

目
Oo
①
㎝
゜

『萬
國
新
聞
紙

』
慶
応

三
年

(
10
)
『
横
濱
開
港

五
十
年
史

』
下
巻

商

工
会
議
所

明
治
四
十

二
年

(
11
)
第

十
二
集

(慶
応
四
年
五
月
下
旬
)
ー
第
十
七
集

(明
治
二
年
四
月
下
旬
)

五

む

す

び

わ
が
国
ミ
シ
ン
の
初
伝
は
、
ミ
シ
ソ
使
用
の
商
・工
が
構
成
さ
れ
て
い
な
い
社
会

へ
の
、
個
人
的
形
態
で
あ

っ
た
。
初
伝
に
は
三
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
各

ル
ー
ト

の
特
質
が
認
め
ら
れ
る
。
贈
物
と
し
て
江
戸
城
に
入

っ
た
ミ
シ
ン
の
ル
ー
ト
は
、

幕
府
旧
体
制
の
崩
壊
と
共
に
消
滅
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
横
浜
西
洋
婦
人
家
庭

の
ミ
シ
ン
と
中
横
万
次
郎
の
ミ
シ
ソ
の
二
つ
の
ル
ー
ト
は
、
そ
の
個
人
的
形
態
か

ら
発
展
し
て
、
明
治
維
新
後

の
新
産
業
、
洋
装
業
形
成
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
、

成
仏
寺
ブ
ラ
ウ
ン
家
の
ミ
シ
ン
で
、
家
庭
裁
縫
の
手
伝
を
す
る
足
袋
職
辰
五
郎

は
、
ブ
ラ
ウ
ソ
夫
人
の
親
切
な
指
導
を
う
け
て
、
ド

レ
ス

・
メ
ー
カ
ー
に
成
長
す

る
。
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
初
代
ド
レ
ス
・
メ
ー
カ
ー
と
な

っ
た
業
者
に
は
、
辰

五
郎
と
同
様
に
西
洋
婦
人
家
庭
の
専
属
裁
縫
師
と
な

っ
て
、
新
技
法
を
習
得
し
た

者
が
多

い
。
彼
等
は
こ
れ
を

「
入
り
仕
事
」
と
称
し
た
。
西
洋
婦
人
ド
レ
ス
・
メ

ー
カ
ー
の
開
業
も
ま
だ
見
ら
れ
な
い
時
期
に
、
未
知
の
技
法
を
習
得
す
る
に
は
最

も
好
都
合
な
方
法
で
あ
る
。
辰
五
郎
は

一
人
親
方
で
弟
子
を
取
ら
ず
に

一
代
を
終

っ
た
。
明
治
初
期
に
独
立
開
業
し
て
弟
子
を
養
成
し
、
業
界
に
そ
の
系
統
を
残
し

た
片
山
喜
三
郎
、
伊
藤
金
作
、
柳
原
伊
四
郎
等
の
入
り
仕
事
先
は
、
ア
メ
リ
カ
商

人
デ
ビ
ソ
ン
家
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
横
浜
の
初
期
業
者
大
谷
清

二
郎
、,
横

田
弥
吉
、
富
田
猿
造
、
東
京

の
田
中
栄
次
郎
、
高
木
新
太
郎
等
も
入
り
仕
事
出
身

(10)
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と

伝

え

ら

れ

て

い

る
。

入

り
仕

事

先

が

ブ

ラ

ウ

ソ
夫

人

の

よ
う

な

裁

縫

技

術

指

導

者

で
な

い
場

合

で

も
、

見

本

の

ド

レ

ス
が

あ

り
、

裁

縫

ミ

シ

ン
が

あ

れ

ば

、

職

人

た

ち

は
工

夫

を

こ
ら

し

て
、

そ

の
技

術

を

磨

い

て

い
く

の

で
あ

る
。

『
横

浜

の
記

』

に
記

す

よ

う

な

ミ

シ

ン
の

あ

る

西
洋

人

家

庭

の
生

活

様

式

に
、

わ
が

国

の
ド

レ

ス

・
メ
ー

カ

ー

が
育

成

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

在

留

欧

米

人

が

増

加

す

る
明

治

に
な

る

と
、

西

洋

婦

人

ド

レ

ス

・
メ
ー

カ

ー
が

開

業

す

る
。

一
〇

八
番

ピ

ア

ソ

ン

ζ

H
ψ
℃
①
鋤
ω
o
ロ

(慶
応

三
年
-
明
治

三
年
営
業
期
間
、
以
下
同
じ
)
、

一
二
九

番

キ

ッ

ド
と

宀ωω

内
宣
Ω
(明
治
元
年
)
、

デ

ー
ビ

ー
ズ

髯

目
ω

゜
U
9
<
δ

(明
治
三
-
十

七
年
)

で

あ

る

(
-
)
。

し

か

し
数

店

の

ド

レ

ス

・
メ
ー

カ

ー

で

は
居

留

西

洋

婦

人

衣

服

の
需

要

を
満

た

さ

れ

な

い
。

維

新

後

の
新

し

い
社

会

に

は
、

日
本

人

開

業

の
条

件

も

整

え

ら

れ
、

入

り
仕

事

に
技

術

を
習

得

し

た
職

人

た

ち

が

、

最

初

に

独

立

開

業

し

て
、

わ

が

国

の
洋

装

業

初

代

が

成

立

す

る
。

彼

等

は
江

戸

以

来

の
徒

弟

制

に

よ

っ

て

親

方

と

な

り
、

弟

子

を
養

成

し

て
、

業

界

が

形

成

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

こ

の

よ

う

に
西

洋

人

家

庭
内

の

ミ

シ

ソ

の

ル
ー

ト

は
、

入

り
仕

事

か

ら
婦

人

服

業

界

に
拡

大

さ

れ

て

い
く

。

初

期

ド

レ
ス

・
メ
ー

カ
ー

の
仕

事

は

ほ

と

ん

ど
西

洋

婦
人

服

縫

製

で

あ

っ

た

が

、

男

子

服

業

に

は
幕

末

か

ら

軍

服

の
需

要

が

あ

り
、

維

新

後

の
新

制

度

に
軍

服

・
制

服

の
大

量

需

要

が

起

っ
た

。

さ

ら

に
明

治

五

(
一
八
七
二
)
年

の
服

制

改

正

に

宮

廷

・
官

界

の
公

服

が

洋

服

化

さ

れ

、

文

明

開

化

の
社
会

に
洋

服
が

普

及

す

る
。

居

留

欧

米

人

の
増

加

に
加

え

て
、

日

本

人

の
洋

服

着

用

者

も

増

大

す

る

の

で
、

西

洋

人

テ

ー

ラ

ー

の
開

業

が

相

次

ぐ

の

で
あ

る

。

幕

末

か

ら

開

業

し

て

い

る

ロ
ス

モ

ン
ド
、

ウ

イ

ル

マ
ソ
と

ラ

ダ

ー

ジ
、

オ

エ
ル
ケ

の

ほ

か
、

明

治

元

(
一
八
六
八
)
年

に

は
、

一二
十

一
番
[

エ
ス
デ

ェ
ル

周
Po
營
①
ω
国
ω
Ω
巴
Φ
、

六

十

一
番
冖

ド

リ

ス

コ
ー

ル

U
鼠
ω
o
o
目

帥

0
9

が

開

業

し
、

中

国

人

テ

ー

ラ

ー
も

開

店

し
た

(2
)
。

長
崎

・
神

戸

に
も

西

洋

人
、

中

国

人

が
業

界

を

つ
く

っ
た
。

こ
れ

等

の

テ

ー

ラ

ー

の
も

と

で
、

日

本

人

の
技

術

習

得

が

行

わ

れ

る

の
で

あ

る
。

横

浜

最

古

の
洋

服

裁

縫

師

と

云

わ
れ

る
増

田
文

吉

は
、

オ

ラ

ン
ダ

人

バ

タ

ケ
イ

切
讐
け①
閃
Φ
出

身

と

伝

え

ら

れ

る
。

バ

タ

ケ

イ

は
商

館

名

簿

に
商

人

と

記

録

さ

れ

て

い
る

の
で
、

既

製

服

輸

入

商

で
あ

ろ
う

。

ま
た

足

袋

職

人

関

清

吉

は

ロ

ス

モ

ン
ド
商

会

の

裁

縫

師

プ

ラ

ン
ト

脚

切
嚇

"
9

に

つ

い
て
、

技

法

を
習

得

し

た

(3
)
。
、男

子

赧

業

者

は
早

く

か
ら

瀾

業
し
て
い
る
西
洋
人
テ
ー
ラ
ー
に
入
店
し
て
、
技
術
を
習
う
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
婦
人
洋
服
業
の
よ
う
な
入
り
仕
事
は
必
要
で
な
い
。
は
じ
め
て
ミ
シ
ン
を

用
い
た
長
物
師
出
身
植
村
久
五
郎
の
技
術
習
得
過
程
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
横
浜
で
修
業
し
た
と
の
云
わ
れ
る
の
は
、
当
時
の
正
常
な
修
業
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
植
村
久
五
郎
が
中
浜
万
次
郎
の
ミ
シ
ン
を
入
手
し
た
の
は
、
男
子
服
業
成

立
パ
タ
ー
ン
に
関
連
す
る
。
婦
人
服
業
の
入
り
仕
事
出
身
、
男
子
服
業
の
西
洋
人

テ
ー
ラ
ー
出
身
と
い
う
技
術
習
得
過
程
の
相
違
に
よ
っ
て
、
西
洋
婦
人
家
庭
の
、・・

シ
ソ
の
ル
;
ト
は
ド
レ
ス
・
メ
ー
カ
ー
に
、
中
浜
万
次
郎
の
ミ
シ
ソ
の
ル
ー
ト
は

テ
ー
ラ
ー
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
万
次
郎
の
ミ
シ
ン
と
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
か
ら

持
ち
帰
ら
れ
た
遣
米
使
節
の
ミ
シ
ソ
は
、
第
三
ル
ー
ト
の
中
で
何
の
発
展
も
示
さ

な
い
。
贈
物
で
あ

っ
た
ミ
シ
ン
は
、
個
人
形
態
に
止
ま

っ
た
。
万
次
郎
の
、・・
シ
ン

購
入
の
意
図
が
、
時
勢
の
進
展
に
乗
る
も
の
で
あ

っ
て
、
第
三
ル
ー
ト
と
し
て
の

時
代
的
発
展
を
示
す
の
で
あ
る
。

欧
米
の
ミ
シ
ソ
は
そ
の
発
明
期
に
、
裁
縫
師
た
ち
の
激
し
い
抵
抗
を
受
け
た
。

手
縫
か
ら
機
械

へ
の
過
程
で
起
き
た
、・・
シ
ン
騒
動

の①≦
ぎ
σq
目
。゚
oぼ
口
Φ
艮
9

は
、

職
を
失
う
こ
と

へ
の
旧
裁
縫
師
の
恐
怖
で
あ

っ
た
。
わ
が
国
に
は
じ
め
て
伝
え
ら

れ
た
ミ
シ
ン
は
、
新
産
業
に
不
可
欠
な
機
械
で
あ

っ
て
、
洋
服
業
は
ミ
シ
ン
を
伴

っ
て
成
立
す
る
。
幕
末
攘
夷
期
に
伝
わ

っ
た
ミ
シ
ン
は
、
植
村
久
五
郎
の
事
例
に

示
さ
れ
る
よ
う
な
恐
怖
感
を
与
え
て
い
る
が
、

ミ
シ
ン
騒
動
を
起
し
た
欧
米
の
恐

怖
感
と
は
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
婦
人
服
、
男
子
服
と
も
に
西
洋
人
の
許

で
の
修
業
に
は
、
攘
夷
家
に
生
命
を
ね
ら
わ
れ
る
危
険
も
あ

っ
て
、
こ
の
業
は
男

子
に
よ

っ
て
成
立
し
た
。
洋
裁
師
を
求
め
た
デ
ビ
ソ
ン
夫
人
は
、
最
初
に
女
性
を

希
望
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

(4
)
。
欧
米
で
は
、
ド
レ
ス

・
メ
ー
カ
ー
は

女
性
の
職
業
で
あ

っ
た
。
わ
が
国
で
も
和
服
裁
縫
は
家
庭
女
性

の
主
要
な
仕
事
で

あ
り
、
職
業
的
に
も
男
子
長
物
師
に
並
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
封
建
社
会
の
数
少
な

い
女
性
の
職
業
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
デ
ビ
ソ
ン
夫
人
の
希
望
が
達
せ
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
に
、
幕
末
期
の
社
会
状
勢
で
は
、
ミ
シ
ン
裁
縫
は
女
性
に
関
係
な
く
、

男
性
に
掌
握
さ
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
横
浜
で
は
婦
人
服
業
者
も
テ
ー
ラ
ー
と
呼
ぼ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
み
な
男
性
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
縫
物
を

習
い
た
い
と
云
い
、

ヘ
ボ
ン
夫
人
か
ら
教
授
を
受
け
た

『
横
浜
の
記
』
の
信
義
妻

(11)



の
ぶ
に
は
、
町
人
女
性
の
積
極
性
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
当
時
の
ミ
シ
ソ
裁
縫
の

実
態
は
、
こ
の
熱
心
な
女
性
を
初
伝

の
第
ニ
ル
ー
ト
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
辰
五
郎
に
示
さ
れ
る
入
り
仕
事
の
男
性
に
よ

っ
て
、
社
会
化
の
道

に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
ミ
シ
ン
裁
縫
が
女
性
に
開
か
れ
る
の
は
、

シ
ン
ガ
ー

.

ミ
シ
ソ
会
社
の
世
界
的
企
業

へ
の
発
展
と
、
わ
が
国
の
婦
人
洋
装
の
普
及
す
る
歴

史
的
経
過
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
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